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1 .センターの概要

1. 1 業務の概要
本県の染織工業，特に大島紬に関するデザイン・緋締・加工・染色・製織等の試験研究，新規織物の開発，

技術指導・相談，後継者育成等の事業を通じて大島紬業界の発展に努める。

1. 2 組織と業務
総務課

( 1 )人事，予算，会計，給与，福利厚生に関すること

( 2)財産・物品の管理に関すること

( 3 )施設維持等に関すること

(4 )総合企画，連絡調整に関すること

機織研究室

( 1 )機織及び加工技術の調査，研究，指導

( 2 )繊維素材及び織維製品の試験研究，依頼分析，鑑定

ヂザイン研究室

V (1) 大島紬の意匠図案の調査，研究，指導

( 2 )大島紬製品の企画開発，デザイン技術の研究

染色化学研究室

( 1 )染色及び加工技術の調査，研究，指導

( 2)染色化学の試験研究，依頼分析，鑑定

1. 3 沿革
昭和 2年4月 昭和 2年 3月31日鹿児島県工業試験場大島分場が設置され 4月 1日庶務，機織，原料糸，染色の

4部で発足する。

昭和 4年11月 鹿児島県告示第407号により鹿児島県大島郡染織指導所として独立。庶務，原料，染色，機織の 4部

が設置され，事務所を名瀬市久里町におく。

昭和 7年4月 大島紬後継者育成のため図案，染色，機織部門の伝習生養成を開始する。

昭和20年4月 戦災により庁舎が全焼，試験研究業務を停止する。

昭和21年 2月 内務省告示第22号により奄美群島は日本本土から分離され，臨時北部南西諸島と改称する。

昭和25年 5月まで臨時北部南西諸島政府経済部商工課で大島紬の指導を行う。

叫和25年 6月 大島染織指導所として再発足する。

\_-~f-口 26年 4 月 旧敷地内に庁舎を再建，庶務，図案，機織，原料，染色の 5係を配置し業務を開始する。

昭和27年4月 伝習生(1年)，研究生等 (6ヶ月)の養成を再開する。

昭和27年4月 大島染織指導所は琉球政府経済局の所管となる。

昭和28年12月 日本へ復帰，鹿児島県大島染織指導所となる。

昭和30年11月 庁舎用地として303rrrを取得し，ボイラ一室を設置する。

昭和31年 3月 加工室，機織室，会議室を新築する。

昭和37年 7月 機構改草により，庶務係，機織図案研究室，染色化学研究室を設置する。

昭和38年4月 本館事務室，実験室，機織室，染色棟を新築する。

昭和48年 3月 染色廃水処理施設を設置する。

昭和54年11月 創立50周年記念事業を実施する。

昭和56年4月 鹿児島県行政組織規則一部改正並びに機構改革により，鹿児島県大島紬技術指導センターと改称し，

総務課，機織研究室，染色化学研究室，図案研究室を設置する。

平成元年10月 大島紬技術指導センタ一新築整備事業により，現在地へ移転新築する。

平成 2年4月 鹿児島県行政組織規則一部改正により，副館長職を設置，図案研究室をデザイン研究室に改称する。

平成 9年 3月 ハイテタ開放試験室(つむぎゆらおう塾)を開設する。
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1. 4 機構

1. 4. 1 組織と職員配置

商工観光労働部 工業振興課

館 長一一一一一一副館長

脇元康夫 田中昭子

1. 4. 2 職員現況表

区 分 事務職

官官 長

総 務 課 3 

機織研究室

デザイン研究室

染色化学研究室

言1 3 

大島紬技術指導センター

総務課

課長(副館長兼務)

田中昭子

機織研究室

室長押川文隆

デザイン研究室

室長冨山晃次

染色化学研究室

室長仁科勝海

技術職 現業職 言十

1 1 

3 

日 6 

3 3 

4 1 5 

14 1 1 8 
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(H12. 4. 1現在)

c: 査出回純男

事岡島郁子

」主任研究員平田清和

主任研究員今村順光

主任研究員 恵川美智子

主任研究員福山 秀久

主任研究員瀬戸口正和

主任研究員上原守峰

L一主任研究員徳永嘉美

」主任研究員西 決造

利一主任研究員操

主任研究員山下宜良

技術補佐員平 俊博

(lH2. 4. 1現在)

非常勤職員 備 考

u 
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，. 4. 3 人事異動

(Hl1. 4. 1 ~HI2. 4. 1) 

発令年月日 氏 名 |日 f壬 新 イ壬 備考

Hl1. 4. 1 出回純男 出納室会計課主査 総務課主査 転 入

操 利一 工業技術センター 主任研究員 染色化学研究室 主任研究員 転 入

向育部朗 染色化学研究室 主任研究員 工業技術センター 主任研究員 転 出

津遁宏一 総務課主事 姶良福祉事務所主事 転 出

fI12. 3.31 岡村賢志郎 国i館長兼総務課長 退職

H12. 4. 1 田中昭子 大島支庁財務課 主幹兼係長 iii'J館長兼総務課長 転入

安藤義則 染色化学研究室研究員 工業技術センター研究員 転 出

¥ぷ

1. 5 決算 (単位円)

歳 入 歳 出

使用料及び手数料 162，985 技術情報管理費 310，978 

諸 収 入 8，370 中小企業振興費 1，593，387 

工業試験場費 85，318，918 

u J口X 計 171，355 メロミ 計 87，223，283 
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1. 6 ，. 6. ， 
土地

建物

所在地 噌よ地番O
O
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閉
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名

岡田
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ー
ー
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内
d
円

t
n
u
y

模

地

肌

樹

脂

動
土
色
。
ム
鹿

(単位 ni)

区分 種 日1) 構 造 1 階 2 階 計

土地 事務所用地及び施設用地 6，356.34 

建物 事 務 所 及 び 研 究 室 鉄筋コンクリート造 1，499.26 630.40 2，129.66 

11 ノ、イテク開放試験室(つむぎゆらおう塾) 鉄 骨 造 164.32 164.32 

11 廃水処理施設及び実験用泥田 軍主 骨' 造 140.76 140.76 

言十 1，804.34 630忌40 2，434.74 

工作物 自己 念 碑 石 材 1基 1基

，. 6. 2 配置図
2F 

化学分析室 機器計調l室

) 

機器分析室 デザイン研究室

1 F 

ハイテク開放試験室

(つむぎゆらおう塾)

画

上

動力室 一)
染色試験室

糊

張

り

場 展示ロビー

会議室

AHfR 職員室

玄関
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1. 7 研究設備一覧表(重要物品)

機 器 名 型 式 メ カ 名 同 日
機織研究室

風合試験機 HANDLE-O-METER Thwing Albert社 S42 

経糸抱合力試験機 自動記録式 蛭田理研附 S49 国補

ヤーンストレングス・テスタ AUTOMATIC Y.STESTER 日本クスター附 S49 国補

空圧式自動締機 MM-3型 錦江織物機械製作所 S57 

万能引張試験機 テンシロンRTM-100 側オリエンテック S63 

KN型織機 KN-6X6 115cm 津田駒工業側 S63 

KES風合いシステム

引張りせん断試験機 KES-FB1 附カトーテァク Hl 国補

純曲げ試験機 KES-FB2 側カトーテック Hl 国補

圧縮試験機 KES-FB3 附カトーテック Hl 国補

表面試験機 KES-FB4 附カトーテック Hl 国補

システム用自動処理装置 KES-FB 附カトーテック Hl 国補

精密迅速熱物性測定装置 KES-FB7 附カトーテック Hl 国補
¥ノ

水分含有量調IJ定機 LPI6-M メトラ一社 Hl 国補

粘度調.IJ定機 DY-ll 協和科学側 Hl 国補

繊度調l定器 DC-llA サーチ附 Hl 国補

比重視l定装置 KG~ト 1 コカジ技研 Hl 国補

毛羽試験機 F-INDEX TESTER 敷島紡績附 Hl 国補

撚数測定機 TC-50 敷島紡績附 Hl 国補

テンシロン万能試験制データ処理装置 MP-100 側オリエンァック Hl 国補

紋紙作業システム(γャカ】トe詩的措) MM-J 錦江織物機械製作所 Hl 国補

サンプノレオープナー OP-200 大和機工附 Hl 国補

ラップフォーマー LF-200 大和機工附 Hl 国補

ローフーカード SC-200 大和機工附 Hl 国補

ドローインフレーム DF-4 大和機工附 Hl 国補

意匠撚糸機 123-AF 日本紡織機械製造附 Hl 国補

両速総上機 番場式日紹 聞きょうのう織機製作所 Hl 国補

)ー 機料品一式(自動管巻機) 矢沢式OSY-2錘 聞きょうのう織機製作所 Hl 国補

ドピ一機 AP-25 側山田ドピー販売 H2 国補

ドビーコントローラー EDC-2800 附コスモテキ^~イ何シン H2 国補

ワインダー(自動乾燥糊付) KS-3 附梶製作所 H2 国補

通気性試験機 KES-F8-AP1 側カトーテック H2 

全自動糸番手測定装置 AUTOBAL 敷島紡績附 H3 国補

精紡機 SPINNETESTER SKF-82 エデフ社 H3 

帯電性試験機 ^~チック・オネストメ-~】 H-0110 シシド静電気附 H5 

紋織装置 KYB直織(1，200口) カヤパ工業側 H5 

電子ジャカード ELJ-S カヤパ工業附 H6 国補

画像処理システム GD1200 (A) カヤパ工業側 H6 国補

紋織支援装置 CGSハー yコン編集機 カヤパ工業附 日日

糸ねじり交差トノレク試験機 KES-YN-1 附カトーテック H7 

緋締めれュトシヨン以外 KYB カヤパ工業附 H7 国補

同上 入出力装置 KYB (本体Acolor 935) カヤパ工業側 H7 国補
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機 器 名 型 式 メーカー名 設置年度 備 考

織物組織設計装置 CAT:;ステム 中西織工芸同 H7 

タイイングマシン JM-HI8型 (11掛橋詰研究所 H8 

糸繰り機 TYB-145V 附山田 HI0 

糸張力計測装置 CB-20 附金井工機 HI0 

動作解析装置 DOU-202、 附エムテック HI0 

拡大映像装置 KH-2400DP (附ハイロックス HI0 

画像処理記録装置 附カヤパ H10 

デザイン研究室

CAD及び技術情報システム トータノレソフトウェア側 Hl 国補

大島紬ビジュアノレプレゼン カイノアテクノロジーズ附 H9 

テーションシステム

デザインプロセッサ一式 カイノアテクノロジーズ附 Hll 

染色化学研究室

サンシャイン・スーパーロン WEL-SUN-TC スガ試験機l附 S55 u 
グライフウェザーメーター

カフーアナライザー TC-1800 東尽電色附 S60 

ガスクロマトグラフ GC-9AM 附島津製作所 S61 

GPCクロマトグフフ ウォーターズ600E 日本ミリポ7・リミテッドキ土 Hl 国補

クリーンベンチ PCV-1303 目立製作所側 Hl 国補

凍結乾燥機 VD-60 大洋科学工業側 Hl 国補

アンダーグフス野外暴露台 IS-1 スガ試験機附 Hl 国補

自動総染機 MVS-2 揮村化学機械工業側 Hl 国補

砕断機 H14型チッパー Il't)太平製作所 Hl 国補

分光反射率計 MS-2020 PLUS マクベス社 Hl 国補

染色試験機 YS-12M 山口科学産業附 111 国補

オートスクリーン僚染機 AV-ffi 山口科学産業側 Hl 国補

赤外分光光度計 1640 ノぐーキンエノレマ一社 Hl 国補

クロマトスキャナ CS-9000 附島津製作所 Hl 国補

捺染台 側フジヤマ H2 国補

スクリーン製版機 SP-180 理想科学工業附 H2 国補 J 
画像解析装置 nexus-Qube 側ネクサス H2 国補

フェードメーター FAL-5 スガ試験機附 H2 国補

CCM用ソフトウェア COMSEK Win95版 日本化薬附 H3 国補

カラーキッチン KAYALIBRA K-l (D) 日本化薬附 H3 国補

分光光度計 UV-2200 附島津製作所 114 

糖度屈折計 RX-I000 アタゴ附 H4 

遠心式薄膜濃縮装置 CEP-L 側大川原製作所 H4 国補

真空乾燥機 SF-02H 附大川原製作所 H4 国補

膜ろ過試験機 FS-293-20S アドパンテック社 H4 国補

全自動シャリンパイ染色装置 イントレックス附 H5 困補

原子吸光光度計 3300 ノミーキンエノレマ一社 H5 

3 ~I由制御i 直交ロボット HAS-A3 芝浦製作所側 H7 

微小面分光測色計 MSP-!90 日本電色工業側 H7 

ノ号ーソナノレコンピュータ VM-516S， Flex-Scan 88F エプソン社，ナナオ社 H7 
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機 器 名 型 式 メーカー名 設置年度 備 量壬d 

分析装置付走査電子顕微鏡 JSM-5800， JED-2100 日本電子相w H7 

自動摺込み染色装置 附エノレム H8 国補

緋糸用巻き取り装置 和wエノレム 1-18 国補

ピンテンター型ベーキング PT-IA型 辻井染機工業側 1-110 

試験機

両解像度デジクノレカメフ装置 D-2000 キャノン附 日10

ーユーマチックマングノレ VPM-IA型 辻井染機工業側 HI0 

大型熱風乾燥機 S-80型 旭科学側 H10 

卓上電気透析装置 S-3型 旭化成工業側 H11 

経糸巻き取り装置 側エノレム Hll 

，._) 

にノ
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2 試験研究業務
2. 1 試験研究概要

室名 事業名(年度)

大島紬製織装置の効率化に関する

研究

(完了) (H9~Hll) 

機

デザイン・緋締めシステムを利用

織 した新商品開発に関する研究

(Hll ~HI2) 

研

究

新製品開発のための織物の設計に

室 関する研究(特定中小企業集積活

性化支援事業)
(Hll ~Hl 3) 

デ 画像処理技術を応用した先染め織

-l}' 維製品のデザイン開発技術の研究

イ (完了) (H9 ~Hll) 

ン

研

究

室

緋染色の高度化に関する研究
(完了) (H9~1I 11) 

染

色

化

琉球藍すくも製造及び藍建てに関

する研究 (H1O~HI2) 

学

研

究 本場大島紬の仕上げ加工に関する

研究 (Hl O~HI2) 

室

概 要

製織における緯糸打込みの安定化及び作業者の労力軽減を図るため，

緯糸打込み装置にエアーアシスト制御ができるような改造を加え，その

適性条件設定のための試験を行った。

ジャカードで製作する二重織り緋箆の染色性の問題を解決するため，

組織しない経糸(ガス綿糸)の処理法について検討した。また，これま

で8本手取りで製品試作を行ってきたが，今回は12本手取りの糊張糸で

緋締めを行う場合の捨て糸(ナイロン)の太さについても併せて検討し

た。

産地市場のサンプル生地を収集し，織物密度・緋配列・染色等の面か

ら分類を行うとともに織幅・重量・糸密度・防しわ性等の物性試験を行

った。

また，着尺以外の分野への進出を図るため，泥染絹糸と植物繊維の混

紡糸・意匠糸・手紡ぎ糸等の試作を行ったo u 
函像処理技術を応用した「大島紬ビジュアノレフ句レゼンテーショジシス

テム (OTVPS)Jを開発した。

この fOTVPSJと高解像度の大型プリンターの接続によって，従

来困難とされた背縫い・脇縫いなど実寸大での図柄の検討が可能となり，

等身大着姿の(壬デル160四)プリントアウトができるようになった。

このことから，鮮明で多彩な図柄合わせの判断ができる最適なデザイ

ン開発手法の確立ができ，業界の指導を行い活用を促した。

緋染色の周辺技術の整綿と充実化に向け，緋配色のCG編集における

再現精度を高める為，デジタノレカメラによる緋情報入力条件の適性化試

験等を行った。

平成11年度には，経緋染色を円滑に行う為の遠赤外線による乾燥機能

を有する経糸巻き取り装置の開発を行った。

又，イラストレークーでの方限紙に図案化されたBMP函像の色柄を

白糸に緋染色するソフトも開発した。

自動抱込み染色装置を利用した染色技術が確立でき，現在，上記機能

を使った製品開発を行っているところであり，色明彩研究会等を通じ業

界への技術移転を図っていくロ ;) 
琉球藍を使い，すくもの製造技術等の検討や品質分析を実施した。本

研究は名瀬市の南烏染織研究所代表保幸英氏の特許に基づき，同氏の

協力のもと琉球墜すくもの提供も受け，化学的分析等を実施したもので
ある。なお，従来の藍染にはない色合いや良好な染色堅ろう度をもっ染

色物である。又，泥染染色における下藍の改善については i泥染研究会

でも技術的検討を行い，染色竪ろう度の向上が図られる適正な染色工程

の検討を行った。

大島紬は湯通ししないで出荷しているので，どのような処理がなされ

ているか分からず，又，保管条件や着用条件等によりこれまでもクレー

ム等があった。

先ず，湯通しゃ湯のし等の実態調査や処理法の検討を行い，大島紬に

とって最適な処理方法を検討した。又，当センターで糊剤や仕上げ処理

剤毎に製品を作り，平成10年度購入した機器等で湯通し等の試験を行い，

それぞれに最適な条件を確立した。

今後，クレーム等のあった製品の原因究明を図るとともに製造技術の

改善の技術指導を含め湯通し等の最適な処理方法の普及に努める。
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2. 2 
2. 2. 1 

研究成果
平成 10年度研究成果発表会

開催日時|名瀬H11.4. 16(金)
鹿児島H11.4. 22(本)

名瀬会場.大島紬技術指導センター

鹿児島会場木場大島紬織物協同組合

45 

36 

口頭発表

1 研究成果発表会

( 1 )琉球藍を原料としたすくも製造と染色性に関する研究

染色化学研究室研究員

(2 )着色抜染に関する研究

(3 )二次加工大島紬の開発

染色化学研究室主任研究員

安藤 義則

西 決造

デザイン研究室主任研究員

(4 )画像処理技術を応用した先染め繊維製品のデザイン開発技術の研究

ビジュアノレプレゼンテーションシステムの開発

デザイン研究室主任研究員

( 5 )ジャカード緋慈の加工方法に関する研究

機織研究室主任研究員

徳永 嘉美

上 原守 峰

福 山秀 久

~ 
(日)直織による紋織製品の開発

機織研究室主任研究員 恵、川美智子

良

博
宜

俊
下

平

山

良

博

宣

俊

下山

平

R
只義藤宇品

室
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究

究

研

研
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学

レU
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色
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色

色

染

い

染

染

つ

木

に

草

上

色

向

多

度
た
、
つ

り

し

ろ

よ

用

堅

項

利

色

事

を

染

導

イ

の

指

パ

め

ぴ

ン

染

及

り

泥

談

ヤ

下

相

シ

藍

術

)

)

技

1

2

n
L
 

( 3 )原料絹糸の調査・分析

機織 研 究 室 . 平田 清和，瀬戸口正和

2. 2. 2 研究発表

口頭発表

u 

題 目 氏 名 発 表 先(発表日)

摺り込み技法の開発研究 西 決造 平成11年度工業技術連絡会議繊維連合部会

染色加工技術分科会

(1111.11.25 奈良県工業技術センター)

着色抜染に関する研究 西 決造 本場奄美大島紬協同組合(1111.7.9 名瀬市)

本場大島紬織物協同組合 (1111.7.22 鹿児島市:

紋織大島紬について 仁科勝海 平成11年度工業技術連絡会議繊維連合部会

素材・製布技術分科会 (1111.10.28 福岡市)

二次加工大島紬の開発 徳 永嘉 美 平成11年度手業技術連絡会議繊維連合部会

デザイン分科会情報研究会

(1111. 10.8 蒲郡市)
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2. 2. 3 展示会

展示会名 称 期 間 会 場 展 司て 内 d生τT・ 担当部室

県試験研究機関 H11. 10.20 鹿児島市: -大島紬技術指導センターパネル紹介 デザイン研究室
研究成果展示発表会 ~21 MBCいづろ 「大島紬ピジュアノレプレゼンテーシ

ド}ム ヨンシステムJ利用による等身大着
姿デザイン開発印刷物

-画像処理凡例集
-カードレス締め機利用「本場大島紬 機織研究室
付けさげ柄J

-泥染本場大島紬 染色化学研究室

-泥染染色工程図及び草木染色糸，染
色布

鹿児島のタベ H12. 1. 25 東京都 -ジャカード締め機で緋締めを行い， 機織研究室
東京プリンス 奄美・鹿児島岡産地「緋締め加工研
ホテノレ 究会」の協力により制作した絵羽調

大島紬

かごしまデザインフェア H12. 2. 16 鹿児島市。 . r大島紬ビジュアノレプレザンテーシ デザイン研究室 ) 
~20 県歴史資料セ ヨンシステム利用による等身大着姿

ンター察明館 デザイン開発J印刷物紹介

-画像処理凡例集
-カードレス締め機利用絵羽調大島紬 機織研究室

「本場大島紬付けさげ柄J2点

訂正とお詫び

当センターが平成 10年度から実施している「琉球藍のすくも製造及び藍建てに関する研究Jに関する本誌等の

記事について，次のとおり訂正し，関係者の皆様に御迷惑をお掛けしましたことを，本誌面を借りてお詫びします。

1 関連する記事

「納技術情報 恥 67 J 2頁・琉球藍を原料としたすくも製造と染色性に関する研究
「紬技術情報 No.67J 5頁:琉球藍のすくも製造及び藍建てに関する研究

「平成 10年度業務報告書J6 8頁.琉球墜すくも製造及び藍建てに関する研究(第 1報)

「平成 10年度研究成果発表会要旨集J 1頁 1.琉球藍を原料としたすくも製造と染色性に関する研究 ) 
「平成 11年度研究成果発表会要旨集J3頁:2.琉球藍のすくも製造及び藍建てに関する研究 』 〆

2 訂正する内容(関連記事に追加)

琉球藍のすくも製造等に関する研究については，名瀬市在住の保 幸英氏の特許技術(琉球藍を原料とする
天然染料及びその製造法，特許番号第 2973096号，登録日;平成 11年日月 3日)に基づき，その化学

的裏付け等を目的として，同氏からすくもの提供等において御協力を得て進めているものです。

なお，当該特許発明を実施する場合は，特許法に基づき特許権者の許諾が必要です。また，奄美藍(アマミ
アンブノレー)としての商標登録も取得済みです。

詳細については，保 幸英氏(鹿児島県名瀬市港町24-22港町ハイツ101TEL0997-53-8958) または大島紬技
術指導センターへお問い合わせ下さい。
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2. 2. 4 関連報道

報 道内容 報道機関名 日 付 け)

知名町納織工養成所 -30年続いたハタの音止むー 南海日日新聞 (4.1)，大島新聞 (4.1) 

業務別の研究報告まとめ{る員 大島新聞 (4.5)
一函 処理応用の先染めなどー

大島紬生産実績5 
0万反割り込む，生産者価格も低迷

南海日日新聞 (4.6'7)，大島新聞 (4.6)，南日本新聞 (4.7)

特定説新明中小分会企野業事集業紬積へ業活補界性助薪化金展計同画奄の美助の納にに導入決まる
南海日日新聞 (4.13)，大島新聞 (4.13)，南日本新聞 (4.13) 

南海日日新聞 (4.28)，大島新聞 (4.29)，南日本新開 (4.30) 

伝習生入所式 一紬を21世紀につなぐ人材にー 南海日日新聞 (4.13)，大島新聞 (4.13) 

研究成果発表会
一 2次加抜工染の課，題染色は素を材同時用途に一ー

南海日日新聞 (4.17)，大島新聞 (4.17)，南日本新聞 (4.18) 

洞1けあまみ製品コンテスト 斬新な色出し等評価 南海日日新聞 (4.21)，大島新聞 (4.21)，南日本新聞 (4.22)

集積活性化計画導入でー素材，技術で新分野展開ー 南海日日新聞 (5.15) 

に_/
大島紬離職者，最低の 9人 大島新聞 (5.19)，南海日日新聞 (5.20) 

低工賃など依然厳しさ

未来は紡げるか 一試練の大島紬ー 南日本新聞 (6.1 ~6. 22， 10回連載)

大島紬来原年度図以コ降ンテの継ス続ト微妙海に，の風国・県をのリ出資ド商終了品でに
南海日日新聞 (6.24) ，大島新聞 (6.24) ，南日本新聞 (6.27:

， 99本場奄美大島紬グ一ラ技ン術プはリ高
度だが地味な色彩ー

南海日日新聞 (9.18) ，大島新聞 (9.18) 

「玉虫染め大島Jな一ど大2島純次加情指導工セ試ント作9品8年を提業示務報告 南海日日新聞 (10.20)

県16試験研究機関研究成果展 南日本新聞(10.21)

， 99新ふるさと特産品コンクー奄ノレ美
の2点奨励賞にー

南海日日新聞(11.3) ，南日本新聞(11.3)，鹿児島新報(11.3: 

屋久島の草木染(当センターの技術指導例) 読売テレビ(11.10) 

大島紬産警まつり 型義理護霊童一ース紬コン 青年部会 ー
富官芸品留守jγ2，11机大島新聞(11.22，11机

， 99ミス紬 一来年度の顔決まるー 大島新聞(11.21)，南海日日新聞 (11.22)，大島新聞 (11.22) 

u 大 島 紬テ元総書翼 童 宇 語 季 初 甥 勇 荷 車善玉
南海日日新聞(1.14， 1. 21)，大島新聞(1.14， 1， 21) 

紬の着姿を等身大大島軸印柱刷時指導t
ント大型プリンター導入

南海日日新聞(1.26) 

新商品大開島悲曲面や指販導t路Yト拡着大期姿待状態で幸ア町ザシイステン方ム研法構究へ築ーー 大島新聞(1.27) 

等身大の着姿で大よ島組り技師リ指導アセノレ 大島新聞(1.31) 
ー ント大型プリンター導入ー

パリコレの大よ島く紬味東京あで発色表
一手触り のる，伝統の越広く活用をー

南日本新開 (2.18) 

4月統合展審議育霊能F責害賠議興払ii-南日本新聞 (2.24) 

-部4月の名か称ら商に工「観観光光」労働を追部加に，観光かごしま積極 PRー
南日本新聞 (2.24)，大島新聞(1.31) 

紬組合消1費0者0周の視年記点念で事，消業発費者表会の購貿意欲喚起を 南海日日新聞 (3.11)，大島新聞 (3.11) 

上代設定に踏み込むべき 南海日日新聞 (3.15) 

11← 



3. 技術支援業務
3. 1 依頼業務
3. 1. 1 依頼試験

依 東賓 ロ
ロロ 件数 試験種目

綿・ナイロンの交編布及び草木染色糸(絹糸)

試験 項 目

染色堅ろう度試験 6 104 

3. 1. 2 委託業務

{衣 東賓 ロ口ロ 項 目 件 数 数 量

大 島 車由 用 地 糸 染 色 7 2， 180g 

原 事ト 糸 白 緋 染 色 3 1， 1 4 0 g 

及 び 緋 建 色 A 口 せ 1 40色

言十 1 1 3，320g・40色

3. 1. 3 機器の使用状況

項 目 件 数 時 問

図 案設計 C A 0 システ ム B 8. 5時間

指導業務3凶 2
3. 2. 1 指導事業の実施状況

指 導 項 自 企業数(鰍)

巡回技術指導等 1 1市町村

3研究室プロジェクトチーム)

技術指導等(機 織) 59 

技術指導等(デザイン) 3 1 

技術指導等(染色化学) 469 

移動大島紬技術指導センター 46  

その他技術相談・指導 1， 283 

備 考

鹿児島，与論，知名，徳之島，伊仙，天城，喜界，瀬戸内，宇検

大和， f主用

鹿児島(7)名瀬(28)笠利 (7)龍郷(5)瀬戸内 (2)大和 (1)住用(1:

宇検(1) 与論 (1)喜界 (1)知名 (2)徳之島 (1)和泊 (2)

鹿児島 (3)名瀬(9)笠利 (9)龍郷(1)瀬戸内 (2)住用 (1)宇検 (1) 

大和 (1)与論 (1)喜界 (1)知名(1)和泊 (1) 

鹿児島 (10)名瀬(81)笠利 (14)龍郷(8)瀬戸内 (3)大和 (2)

館内 (351)

鹿児島 (4回実施)

機織 (192)デザイン(130)染色化学(961)

12 
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3. 2. 2 移動大島紬技術指導センター

開催日 開催場所 指導件数 指導内容等(担当職員)

第 1回 鹿児島市 22 -ジャカード締め機利用による付下げ柄の製造について

H11. 4.21~ (本場大島紬織物 'ili'染め及び染色堅ろう度向上について

4. 22 協同組合) -着色抜染法について

-織物の設計と緋の図案表現について

糸繰り機のセンサーについて

(富山 晃次，瀬戸口正和，安藤義目1])

第 2回 鹿児島市 26 -香料草木の用途開発について

Hl1. 9. 20~ (本場大島紬織物 -インジゴピアによる染色について

9.21 協同組合) -反物着姿シミュレーションについて

-多用途織物の製造方法について

-月桃植物の活用事例について

u (仁科勝海，今村順光，上原守峰)

第 3回 鹿児島市 1 5 -割り込み式大島紬の設計法について

H12. 1. 24~ (本場大島紬織物 -大島紬のピジュ7Jレプレゼンテ}ションについて

1. 25 協同組合) -大島紬における静電気発生原因について

-大島紬の仕上げ加工について

-新摺り込み技法及ぴ染色竪ろう度試験方法について

(押)11 文隆，西 決造，徳永嘉美)

第4回 鹿児島市 1 7 -ピーダナシの製造方法(繊維の製造，染色，製織等)について

H12. 2.1~ (本場大島紬織物 -織布の風合い改良について

2. 2 協同組合) -屋久杉を利用した染色について

-泥染大島紬の色落ち防止処理方法について

-小柄(男物)製品の製造方法について

(押川 文隆，仁科勝海)

u 
3. 2. 3 開放試験室等の利用状況

件 数 内 ，廿手ヲ

ハイテク開放試験室 21 7 画像処理装置 (71) ，カードレス締め機(1 0 7) 

自動摺り込み染色装置(3) ，シャリンパイ染色装置(3 6) 

繊維染色開放試験室 6 7 利用企業数 1 2， 試験項目数 634 

主に染色竪ろう度試験(摩擦，耐光，汗，洗濯)

-13-



3. 2. 4 技術指導・相談等の主な内容
く機織研究室〉

依頼内容 | 処 理 結 果

小柄の名称由来について | 大島紬問屋から数十種類の小柄図を持ち込まれ，各柄について名称の由来に
ついて依頼を受けたが，製作した人名や柄の形から付けられている例が多いこ
とを説明し，文献類から詳しい経緯のある柄についてはそれらを参考に回答を

行った。

市販原料絹糸の物性試験 | 大島紬製造業者の依頼で，泥染め糸の強伸度，繊度，毛羽立ち等の測定を行

|い，保存デ-lJ類と比較検討し，品質向上，作業性改善への指導を図った。

仕立て上がり製品の変色の

原因

大島紬の鑑定

当該品を拡大映像装置で表面観察した結果，付着物が確認されたので，その

処理法と製品保管方法についてのアドバイスを行った。

織物密度，厚さ，重さ，染色，風合い等の各種試験結果から，本場大島紬で

あることを罰正明した。

〈デザイン研究室〉
) 

依 頼内容

OTVPS利用による等身
大着姿シミュレーション

処理結果

大型プリンターでの等身大印刷は，紬ソフトに使用する高解像度ベース函像

(A 3印刷では 9. 8MB， BOノピ印刷lでは 100. 3MB) にメッシュや

マスクを作成する必要がある。反物配置図面で投入できる反物を高解像度(横
サイズ 500ピクセノレから 1，500ピクセノレ)にしてモデル身長 160 cm 

の等身大着姿画像を，鮮明な画像で出力しデザイン開発指導した。

OTVPS利用による単独
模様の着姿シミュレーション

紬ソフトで使用する画像はユニットの繰り返しの連続模様が主であるが，一

部の業界では飛柄模様を得意としている。柄が単純なだけに模様の大きさや柄
配置が重要であるが，肩山を基準とした上向きの飛柄がシミュレーションでき
る画像処理技術の確立を行い，着姿シミュレーションしデザイン開発指導した。

二次加工大島紬について 大島紬用として製造加工された原料を更に二次加工して，従来の物とは趣の
違う新製品開発の指導依頼があった。多々ある中で特に玉虫染大島紬の提案を
行った。玉虫染発色の方法として，玉虫フイランメト糸との混紡・交織技術と

人間の目の錯視を利用し光の色の混合と同じ状態を作り出す補色対比併置混色

法などの加飾技術を指導した。
¥J 

く染色化学研究室〉

依 頼内容| 処理結果

化学繊惟における植物染色| ポリエステノレやナイロンの繊維構造は徽密である為，染料中の色素成分が内
法について |部に入りにくく，その為に高温下で染色しているが，当該繊維等に染着効率の

低いシャリンパイ煎液での低温染色法 (95"C以下)を確立し，化学繊維にお

ける植物染色f去を指導した。
なお，当該指導例は，奄美地域特定中小企業集積活性化事業に伴うものであ

る。

藍染大島紬の染色堅ろう性| 大島紬における藍染め製品は，商品展開上欠かせないものであり，現在でも
の改善について |根強い支持を得ている商品群でもあるが，色落ち，毛羽の発生，斑染め等々の

諸問題を抱えている為，これらを解決する方法を市内叢染め業者及び機屋と共
同で実施し，酸化処理による色止め法や毛羽防止法，斑染め防止法を確立した。

(なお，詳細にあっては，紬技術情報 2000 N~68 に掲載。)

daτ 
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依頼内容| 処理結果

大島紬(黒無地)の経糸糊| カッチ染め製品に粉状の異物があり，製品の品質を損なうので異物の処理に
について |ついての相談があり その原因について工程を追いながら用いられた糊剤や薬

品等を検証した。アノレギン系とデンプン系との混合糊剤にシリコーン系柔軟剤

を添加した仕上げ剤であると分かつた。シリコーン系柔軟剤は，糊剤との相容
性に問題がありトラブノレが絶えない。そこで，複数の混合糊斉1Jより単一の糊剤

の方が安定性が良いとされているため，仕上げ剤からデンプン系の糊剤を取り
除き，アノレギン系糊剤とシロコーン系柔軟剤との相容性を考慮した最適濃度で
の処理を指導した結果，製品に粉状の異物が無くなり製品の品質は向上したと

の被相談者から報告があった。
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着色抜染について 大島紬の製造技術の中で色糊を摺り込み染めする方法に 2通りある。その 1

つに抜染可能な化学染料で染色した色糸を緋締め後， 1尼染め染色を施し，着色

する部分を部分解き後，抜染して，色糊で着色する技法である。

抜染と同時に着色する技法を開発して大島紬製造工程の作業時間の短縮が得
られ，また抜染時に泥染め部分が色落ちする等の課題も解決でき大島紬の品質
の向上を図ることが出来たので大島産地，鹿児島産地の両組合の要請により技

術講習会を開催して指導した。

3. 3 研究会，講習会等の開催
3. 3. ， 研究会
( 1 )デザイン研究会

会 長伊集院聴志 担当室。デザイン研究室 担当職員.富山晃次

開催日|実施場所 内 '*"'" 乍 r 参加者数

6. 15 I当センター IOTVPS利用による販売促進
1. 20 I当センター IOTVP S等身大着姿デザイン開発指導

1 3 
1 2 

fへ、(2) . 95奄美異業種交流プラザ「ユイクラブJ
にノ 会 長積良一 担当室機織研究室 担当職員・平田 清和

開催日 実施場所 内 d乍f 参加者数

4. 27 当センター 総 dコミ〉、 平成10年度収支決算，活動状況，平成11年度事業計画， 1 1 
収支決算，役員改選，その他

6. 16 当センター 会員企業訪問・企業見学会 1 5 
事例発表「奄美の薬草について」 υ11畑須栄男副会長)

見学会(株)アマミファッション研究所(代表取締役 古川卓伸)
8. 18 当センター 8月定例会 座談会「つくれば売れるものではない」 2 1 

講師 山内民治(株)ワイズワーク代表
9. 25 笠利町須野 9月例会追い込み実践親睦会 1 8 
12. 3 当センター 12月定例会 研修会「新商品開発のための事例紹介」 28 

講師 滝下隼人:(社)県特産品協会鹿児島ブランド支援
センター ふるさと特産運動推進指導員

2. 16 当センター 2月定例会 研修会「インターネットにトライしよう J 1 6 
講師 柴回康博，柴田美佐:オーガニッタファーム奄美

3月定例会 研修会「インターネットをもっと利用しよう」 1 6 
3. 15 当センター 講師 柴田康博，柴田美佐:オーガニッタファーム奄美
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(3 )色明彩研究会

会 長窪島弘二 担 当 室染色化学研究室 担当職員山下宜良，平 俊博

開催日 実施場所 内 ~ゴhー 参加者数

4. 8 当センター 抜染事故の原因について 7 

6. 10 当センター 地切れ改善の方法について 日

9. 16 当センター 合成染料染色における地切れ改善染色法 B 
12. 9 当センター 毛羽防止前処理方法について 10 

2. 9 当センター 緋染色色見本作成の今後の進め方について 1 2 

(4)緋締め加工研究会
会長: 重田忍 担当室 機 織 研 究 室 担当職員:福山秀久

開催日 実施場所 内 ，廿亮司 参加者数

6. 9 重田織物 奄美産地試作製品緯緋締め幅について検討会 4 

6. 22 重田織物 平成 11年度奄美産地試作品について検討会 5 
6. 28 大島唱品物協同国合 加工者を交えてジャカード箆加工法指導 4 

7. 14 当センター 試作品織り上がり及び仕立て寸法の検討会 3 

8. 5 益田織物 試作品の仕立て寸法及び染色方法について検討 4 
8. 12 重田織物 平成 12年度試作品着物レイアウトについて検討 3 u 
8.20 重田織物 平成 12年度試作デザイン打ち合わせ 4 
8.27 重田織物 平成 12年度試作デザイン打ち合わせ 4 
9. 7 当センター 平成 12年度試作デザイン打ち合わせ 3 
2.21 重田織物 平成 12年度試作デザイン最終検討会 4 
3. 1 大島論議物協同組合 平成 12年度鹿児島産地試作デザイン打ち合わせ 4 

(5 )泥染め研究会
会 長:松元邦典 担当室:染色化学研究室 担当職員:安藤義則

開催日 実施場所 内 'l1ゴτ-ー 参加者数

5. 19 当センター 緋締め概論，問題提起 10 
7. 14 当センター 緋mの糸切れについて 1 1 
11. 25 当センター シャリンバイ煮出しについて 9 
12. 17 当センター シャリンパイ煮出しについて 1 6 
3. 30 当センター まとめ，問題提起など 1 6 

(6) クリエイティブ奄美・鹿児島研究会 u 
奄美会 長安田謙志 鹿児島会長.碇元克彦 担当室。機織研究室 担当職員今村順光

開{在日 実施場所 内 z廿- 参加者数

4. 1 当センター 「南風人館」における作品展の開催について 5 
5. 15 重むら 「南風人館Jによる開催・運営についての説明会 1 0 

6. 1 ~30 南風人館 「グループ作品展」の開催 4 
7. 9 当センター 「ギャラリー社」におけるグループ展の開催について 6 

7. 15 当センター 東邦テキスタイノレ(株)・日新デニム(株)と大島紬未利用糸の活用について 自

7.23 大島軸器物協同組合 「クリエイティブ鹿児島J と作品展の打ち合わせ 7 
8. 2 当センター 「グループ作品展」の開催・運営の打ち合わせ 6 
9. 2 当センター 「グループ作品展Jについて最終的な打ち合わせ 日

9. 20 rャ79-社 「奄美・鹿児島J両研究会の設営・展示の打ち合わせ 14 
9 21~26 Vャラリ】社 「グループ作品展」の開催 10 
1. 16~19 岐阜県 意匠撚糸・ガラ紡糸・網状生糸の加工技術調査 4 
11. 25 当センター 東邦テキスタイノレ(株)・今城メリヤス(株)とエコ商品開発の打ち合わせ 日

3. 8 当センター 岐阜県製品技術研究所等との繊維・織物について意見交換会 1 1 
3.27 土品軸納協同調骨 大島紬未利用糸の収集及びエコ商品開発について 4 
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3. 3. 2 講習会

開催日 実施場所 内 d々ゴ"ー 参加者数

6. 15 当センター fOTVPS利用による販売促進」 1 3 

デザイン研究室主任研究員 上 原守 峰

7. 9 名瀬市 「摺込み技法の開発研究J 営正紬代表 営 正義 則 40 

本腕美大島軸協同組 「色抜染に関する研究J 染色化学研究室主任研究員 西 決造
A ロ

7.22 鹿児島市: 「摺込み技法の開発研究J 嘗正紬代表 嘗正 義則 20 
本場大島械物協同組 「色抜染に関する研究J 染色化学研究室主任研究員 酉 決造
合

10'11 鹿児島市: fOTV P S開発及び有効利用によるデザイン開発手法J 18 

車場大島純物協同組 fOTVPSによるデザイン開発事例J
合 カイノアテクノロジーズ(株)代表取締役 白田 耕作

デザイン研究室主任研究員 上 原守 峰

¥_) 9. 10 名瀬市・ 「伝統工芸士認定事業受審者事前講習会 大島紬製造技術全般 」 1 6 
車場華美大島組協同組 機 織 研 究 室 長 押川l文|盗
ムロ 染 色 化 学 研 究 室 長 仁科勝海

デ ザ イ ン 研 究 室 長 冨山晃次

9.21 鹿児島市: 「伝統工芸士認定事業受審者事前講習会 大島紬製造技術全般 J 5 
本場大島繍物協同組 機 織 研 究 室 長 押川 文隆
ムロ 染 色 化 学 研 究 室 長 仁科勝海

デ ザ イ ン 研 究 室 長 冨山 晃次

9.21 鹿児島市: 「本場大島紬の現状と最近の染色，加工技術についてJ 8 
本唱大島組語物協同組 染 色 化 学 研 究 室 長 仁科勝海
A ロ

9. 21 名瀬市: 「機織全般」 8 

竹川織物 機 織研 究 室 長 押)[1 文隆

11. 15 当センター 「化学加工による絹繊維の改質」 29 

Q 
(財)蚕糸科学研究所工学博士 塩崎英樹

11. 25 当センター 「絹と植物繊維の混紡」 9 
機織研究室主任研究員 今 村順 光

1. 7 瀬戸内町 「大島紬製造技術全般J 6 
高戸内町構工養成田 機 織研 究 室 長 押川 文隆

染 色 化 学 研 究 室 長 仁科勝海

デ ザ イ ン 研 究 室 長 冨山晃次

1. 20 当センター fOTVP S等身大着姿デザイン開発技術のシステム展望」 49 
「伝統工芸品の新商品開発J~デザインの成立から商品開発まで~

デザイン研究室主任研究員 上 原守 峰
武蔵野美術大学 教授 田 中 秀 穂

3. 8 当センター 「植物繊維素材の利用方法J 1 1 
機織研究室主任研究員 今村順光

17 



3. 4 
3. 4. 1 

技術情報提供業務
刊行物

刊行物名

平成10年度研究成果発表会予稿集

平成10年度鹿児島県大島紬技術指導

センター業務報告書

紬技術情報 No. 67~68 

3. 4. 2 技術情報検索

(1) JOIS 

内 ~ゴt・ー 発 干IJ

平成10年度研究成果発表会の概要 年 1回く A4版>

平成10年度試験研究技術指導等の業務実績 年 1回<A4版〉

平成10年度研究成果報告

当センターの研究成果や技術指導・相談事例 年2回く A4版〉

及び行事予定等の紹介

J 0 1 Sは，日本科学技術情報センター (JICST)が作成する科学技術的野の総合文献-IJ-̂'.ースであ)

る。 J01 Sを利用してセンター内外に科学技術の情報を提供している。

3. 5 
3. 5. 1 

派遣職員名

押川 文隆

西 決造

押川 文隆

仁科勝海

富山 晃次

押)11 文隆

仁科勝海

冨山 晃次

1恵フk 嘉美

人材育成
講師の派遣

期 日

Hl1. 5.30 

Hl1. 7. 9 

7.22 

Hl1. 9.10 

H11. 9.16 

1111.11.19 

講習会等の名称

奄美の伝統工芸について

染色加工技術講習会

伝統工芸士認定事業に関する講

習会

伝統工芸土認定事業に関する講

習会

職業ガイダンス(県立大島高校)

18 

指 導 技 術 地区名 人数

本場大島紬の歴史と特集 名 瀬 50 

摺り込み技法及び色抜染技術 名 瀬 40 

鹿児島 20 

全般的大島紬の製造に関するこ 名 瀬 1 6 

と

o 
全般的大島紬の製造に関するこ 鹿児島 5 

と

県職員になるための心構え 名 瀬 45 



3. 5. 2 審査員の派遣

職員名 期 日 審査会等の名称

押川 文隆 H11. 4.10 朔けあまみ製品コンテスト

冨山 晃次

富山 晃次 日11. 6. 23 本場奄美大島紬

原図コンテスト

脇 元康夫 H11. 9.17 ， 99本場奄美紬大島紬グラ

ンプリ審査会

押川 文隆 H11.11.26 第17回本場奄美大島紬産地

仁科勝海 まつり及び第 3回地球印競

冨山 晃次 技会

)脇元 康夫 H11.12. 8 第 2回本場奄美大島紬アイ

デア作品コンテスト審査会

押川 文降 H12. 2.17 龍郷町産業文化祭

仁科勝海

3. 5. 3 研修生の受入
( 1 )伝習生の養成状況

内 ~河・

原図コン入賞作の製

品化作品審査

産地りード商品づく

り

本場奄美大島紬の年

度ナンバーワン作品

を決める

本場大島紬の工程別

技術審査

新作アイデア作品の

審査

大島紬部門の審査

大島紬の専門的知識と技術を習得させ，中堅技術者となるべき後継者を養成する。

氏 名 期 間 養 成 科

田中 浩 H11. 4. 12~H1 1. 7 デザイン科

家庭都合により 7月末にて退所

。科
日リ 指 導 事 項

地区名 依 頼 先

名 瀬 (財)奄美群島地域

産業振興基金協会

名 瀬 (財)奄美群島地域

産業振興基金協会

名 瀬 本場奄美大島紬

協同組合

名 瀬 地球印競技会

実行委員会

名 瀬 本場奄美大島紬

協同組合

龍郷 龍郷町商工会

目 担 当 室

デザイン研究室

デザイン科|総合理論講義，基礎図案による模写，図案の構図と輪郭の取り方，図案の考案調製，図案と締め

加工の関係，図案と原図の関係

締加工科 l総合理論議義，設計，糸操り，整経，糊張り，普通締加工，交替締加工，仕上加工，織付け，回

し締，ふかし締，袋締加工，民間実習

染色化学科|総合理論議義，合成染料による染色(地糸，緋，摺込，堅ろう度) ，シャリンパイ染色(地糸，

緋) .植物染料染色，植物藍染色，抜染(色緋， i尼藍緋) .民間実習
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( 2 )その他研究生

氏 名 期 問 研修内 :t才T・ 担当部室

安光菜穂子 Hll. 4. 1~ 4.12 製織加工 機織研究室

瀧津芳子 Hll. 4. 1~4.12 製織加工 機織研究室

福原綾乃 1111. 4. 1~ 9.30 緋締め加工 機織研究室

川畑俊美 Hll. 5. 1~1 1. 30 函像処理技術応用による大島紬デザイン開発及び デザイン研究室

その手法の習得

福原綾乃 Hl1.10. 1~10.22 機織加工 機織研究室

Hll. 12. 1 ~HI2. 3. 31 

笠作欣一 Hll. 10. 12~10. 15 大島紬製造工程全般及び染色堅ろう度試験 染色化学研究室

福原綾乃 Hll. 10. 25~1 1."30 大島紬の染色(緋建，地糸等)に関する技術修得 染色化学研究室

北村顕典 Hll. 11. 2~HI2. 3. 31 泥染染色の技術修得
) 

染色化学研究室 L

辛島 綾 Hl1.11. 8~1 1. 19 染色技術全般及び緋締め，加工法 染色化学研究室

機織研究室

鈴木 緑 Hll. 11. 29~ 12. 24 紋織技術 機織研究室

越間 義己 Hll. 12. 1 ~12. 7 草木(カッチ)を利用した染色技術の修得 染色化学研究室

奥 51，手口 Hll. 12. 1~12. 7 草木(カッチ)を利用した染色技術の修得 染色化学研究室

積 千尋 H12. 1. 24"-2.25 花織技術 機織研究室

荻原広幸 1112. 3. 16~ 3.24 化学染料染色の技術修得 染色化学研究室

u 
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4 その他
4. 1 鹿児島県大島紬技術指導センター研究開発推進会議
技術革新の急速な進展に対応し，中小企業の技術向上方策に役立てるため，紬技術指導センターの研究開発の推

進を図り，産業界及び学界の密接な連携のもとに，鹿児島県大島紬技術指導センター研究開発推進会議を設けてい

る。委員並びに会議開催は以下のとおりである。

に/

。

氏 名 所 属 役 職

田中秀穂 武蔵野美術大学工芸工業デザイン学科 教 授

塩崎英樹 (財)大日本蚕糸会 蚕糸科学研究所 嘱託研究員 (1学博士)

谷口 尚之 (株)谷口染型工房

菱沼 彰 大島紬南風織物・夢工房なんぷう

畠山 馨 畠山紬(有)

赤崎拓郎 本場奄美大島紬協同組合

窪田 茂 本場大島紬織物協同組合

山田 忠憲 名瀬市産業振興部紬観光課

外山道郎 大島支庁商工水産課

浜田邦三 鹿児島県商工労働部工業振興課

推進会議

開催日時・ Hll.6.24 (木)

開催場所 大島紬技術指導センター

会議内容 (1)平成 10年度までの事業経過

(2)平成 11年度事業概要

(3)大島紬業界の現状について

代表取締役

代表取締役

代 表

理事長

理事長

課 長

課 長

課 長

(4)大島紬技術指導センター及び業界への提言

(5)その他
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(任期日11.4~HI2. 3) 

備 考

前神奈III!早工芸断セント所長

京都染型協同組合理事長

本富士帥儲工芸士会会長(鹿児島産地)

本腕重大島軸附I芸士会会長(車量産地)



4. 2 研究交流推進事業
先端技術などの積極的な取り組みや研究開発能力の強化を図るため，高度な知識技能を有する研究者を招へいし，

または先進研究所へ研究員を派遣して，研究機能の充実を図ることを目的とする。

4. 2. 1 招へい研究

研究者氏名 招へい研究者の所属 研究テーマ 期 間 担当部室

塩崎英樹 (財)蚕糸科学研究所 化学加工による絹織維の改質 H11. 11. 15~ 染色化学研究室

11. 17 

自国 耕作 カイノアテクノロジーズ(株) OTVPS利用技術の向上並びに H12. 3. 1~ デザイン研究室

大島紬等身大着姿デザイン開発手 3. 3 

法の高度化

4. 2. 2 派遣研究

研究者氏名 派遣研究先 研究テーマ 期間 担当部室

瀬戸口正和 京都市染織試験場 製織装置の構造に関する研究 H11. 2. 20~ 機織研究室
u 

産業技術記念館(名古屋市) 3.4 

愛知県尾張繊維技術センター

茨城県工業技術センター

外 9企業

4. 3 職員派遣研修

職員名 研 修 先 研 修 名 期 関

今村順光 中小企業大学校東京校 地域産業の活性化と新商品開発 H12. 1. 24~2. 23 

指導/1ヶ月コース

4. 4 委員の委嘱

委員名(委嘱内容) 依頼機関 職員名 ¥.) 

鹿児島県起業化支援連絡調整会議 (財)鹿児島県新産業育成財団 仁科勝海

本場大島紬伝統工芸士認定産地委員会委員 (財)伝統工芸品産業振興協会 押川l文隆

-伝統工芸士認定のための試験問題作成及び実技試験 伝統工芸士認定本場大島紬産地委員会 仁科勝海

富山晃次

(財)奄美群島地域産業振興基金協会評議会評議員 (財)奄美群島地域産業振興基金協会 押川文隆

(財)奄美群島地域産業振興基金協会商品開発委員会委員 (財)奄美群島地域産業振興基金協会 脇元康夫

大島紬活性化推進委員会 鹿児島県中小企業振興公社 脇元康夫

鹿児島県地域産業集積活性化法進出計画等承認審査委員会 鹿児島県商工労働部商工政策課 脇 元康夫

工業技術連絡会議級維連合部会中国・四国・九州地方部会 脇元康夫
及び全国繊維工業協会中国・四国・九州支部会長
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4. 5 各種会議・研究会・講習会等への参加
く総務課>

Jコ色Eミ、 議 等 の 1. 称 期 日

研究成果発表会 4. 22 

平成 11年度主要施策説明会 4. 23 

平成 11年度工業技術連絡会議物質工学連合部会繊維部会 5. 13 
第 l団地方部会長会議及び全国繊維技術協会役員会

臨時文教商工労働委員会 5. 14 

平成 11年度工業技術連絡会議物質工学連合部会繊維部会総会 5. 27~ 5.28 
(第 1回繊維連合部会総会)及び全国繊維工業技術協会総会

地域産業集積活性化法進出計画等承認審査委員会及び 7. 2 
地域産業集積活性化事業費補助金等審査会

¥ー.)平成11年度工業技荷鮒会議縦連合部会中目・四国・九州地方部総会及。断専門委員会 7.8~ 7.9 
E百平成11年度全国縦工業技師協会中国・目目九州支部器会

平成 11年度第 71回九州地方公設試験研究機関事務連絡会議 7. 14~ 7.15 

平成 11年度第 1回九州・沖縄地方工業技術連絡会議 8. 25 

平成 11年度全国公設鉱工業試験研究機関事務連絡会議 9. 9 

工業技術連絡会議繊維連合部会第2回幹事会・全国繊維工業 10. 6~10. 7 
技術協会役員会及び第 37回全国繊維技術交流プラザ

平成 11年度工業技術連絡会議繊維連合部会素材・製布分科会 10. 28~10. 29 

平成 11年度第 2回九州・沖縄地方工業技術連絡会議 1. 24~ 1. 25 

平成 11年度第40回工業技術連絡会議総会・繊維連合部会 2. 8~ 2. 9 
第 3団幹事会及び全国繊維工業技術協会役員会

大島紬活性化推進委員会 2. 14 

。
文教商工労働委員会 3. 15~ 3.16 

23 

ZτE〉え、 場 出席者

鹿児島市 脇元

鹿児島市 脇元

東京 脇元

県庁 脇元

福島市 脇元

県庁 脇元

那覇市 脇元

宮崎市 岡村・出回

福岡市 脇元

富山市 田島

蒲郡市 脇元

福岡市 脇元

佐賀市 脇元

東京 脇元

鹿児島市 脇元

県庁 脇元



く機織研究室〉

iコb=三、 議 等 の 名 称 期 日 会 場 出 席者

集積化事業説明会 1111. 4.27 名瀬市 押川

九州・沖縄試験研究機関企画担当者会議 1111. 5.20 鳥栖市 押川

県試験研究機関企画部会 Hll. 5.26 鹿児島市 押川

工業技術センター研究成果発表会 1111. 7. 7 隼人町 瀬戸口

県試験研究機関企画部会 Hll. 9.16 鹿児島市 押川

県試験研究機関研究成果発表展示会 1111.10.21 鹿児島市 押川

スベシャリティ繊維素材講演会 1111.11.16 大阪市 平田

鹿児島のタベ H12. 1. 25 東京都 福山

最新の繊維技術レビュー講演会 1112. 1. 28 東京都 平田 ) 

集積化事業成呆発表会 H12. 2. 4 名瀬市 押川・平田・

恵)11・瀬戸口

平成 11年度岐阜・鹿児島工業技術推進会議 H12. 2. 14~ 岐阜市 押川
2. 15 

大島紬新作発表会及び緋締め講習会 H12. 3.10 鹿児島市 福山

くデザイン研究室〉

Jコ色=、 議 等 の 名 称 期 日 ~ 場 出 席者

特定産業集積の活性化事業説明会 Hll. 4.27 名瀬市(油会臨) 富山

工業技術連絡会議繊維連合部会第 40回デザイン分科会 日 1 1. 7.29~ 滋賀県 冨山

及び研究連絡会議 7.30 
) 

工業技術連絡会議繊維連合部会デザイン分科会及び情報研究会 Hl1.10.8 愛知県 徳永

県試験研究機関研究成果発表展示会 1111. 10. 20~ 鹿児島市 冨山・上原

10.21 

平成 11年度岐阜・鹿児島工業技術推進会議 H12. 2. 14~ 岐阜市 上原

2. 15 

かごしまデザインフェア H12. 2. 16~ 鹿児島 冨山

2. 20 
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く染色化学研究室>

v 

t3X bh 議 等 の 名 称 期 日 Jヨ色エ、 場 出席者

“河けあまみ"本場大島紬コンテスト Hl1. 4.21 名瀬市(組合館) 仁科・山下

集積化事業実施説明会 Hl1. 4.27 名瀬市(校舎館) 西・山下

本場奄美大島紬協同組合定期総会 Hl1. 5.26 名瀬市(軸会館) 安藤

平成 11年度工業技術連絡会議繊維連合部会総会 Hl1. 5.27~ 福島市 仁科

及び全国繊維工業技術協会総会 5. 28 

異業種交流プラザ“ユイクラブ" (研修及び見学会) Hl1. 6.16 名瀬市(111冊目芸) 仁科・西・操

平成 11年度繊維連合部会中国・四国・九州地方部会総会 Hl1. 7. 8~ 那覇市 仁科・安藤

及び技術専門委員会，全繊協中国・四国・九州支部総会 7. 9 

平成 11年度九州・沖縄地域公設研究機関企画担当者会議 Hl1. 7.14 鳥栖市 仁科

ノ技術研修会(抱込み技法の開発研究，色抜染に関する研究) Hl1. 7.19 名瀬市(組会館) 山下・平

本場大島納秀作コンテスト Hl1. 8. 6 名瀬市(匝売組合) 仁科

鹿児島県起業化支援連絡調査会議の設立総会 Hl1. 9.28 鹿児島市 仁科

平成 11年度繊維連合部会，試験法技術分科会 Hl1. 10. 7 蒲郡市 操

県試験研究機関研究成果発表展示会 Hl1. 10. 20~ 鹿児島市 仁科

10.21 
/ 

平成 11年度繊維連合部会，素材・製布技術分科会 fIl1. 10. 28~ 福岡市 仁科
10.29 

講演会(絹織物産地リヨンの現状と日本との交流) Hl1.11.24 当センター 安藤

平成 11年度繊維連合部会，染色加工技術分科会 Hl1. 11. 25~ 奈良市 西
11. 26 

， 9 9国際画像機器展及び講演会(小石丸解剖する) 1111.12. 1~ 横浜，東京 安藤
12. 2 

製糸絹研究会(研究発表会)及び， 9 9国際函像機器展 1111. 12. 2~ 東京，横浜 山下・平

12. 3 

新商品開発のための事例紹介研修会(ユイクラブ例会) 1111. 12. 3 当センター 仁科・西・操

平成 11年度繊維学会総会及び研究発表会 H12. 1. 27 東京都 f県

平成 11年度地域産業集積活性化事業(研究発表，講習，研修) H12. 2. 4 名瀬市(縦館) 仁科・西・山

安藤・平

平成 11年度岐阜・鹿児島工業技術推進会議 Hl2. 2. 14~ 岐阜市 仁科

2. 15 
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4. 6 視察・見学者

主な企業・団体名等
見学者数等

月
内 県外 海外 言十県

山崎草木染研究所(川崎市).テレピ朝日，松元泥染工場，

4 喜多俊之(デドイト，大阪).マノレカート夫妻(イ川ヤ)• 6 52 2 60 

神奈川県産業技術総合研究所

5 天城町立兼久小学校，西島染色工場，工房てるl正一ず 52 2 。 54 

県立大島高校，武蔵野美術大学. (財)蚕糸科学研究所，

6 52 4 。 56 

県議会文教商工労働委員会，南日本新聞社名瀬支局

室町の加納(株)(京都市). カヤパ工業(株)(福岡市)• 
7 12 40 。 52 

門司植物防疫検査所名瀬支部
」ノ

早稲田大学同志会(東京都). 日本大学(船橋市)• まえだ絹織物，

8 30 14 。 44 

ジェトロ鹿児島貿易情報センター

9 宮崎 緑(東京都). (株)やまと(京都市) 14 30 。 44 

名瀬市立朝日中学校， 日本大学(東京都).テレビ朝日(東京都)• 
1 0 52 32 。 84 

森山絹織物，鹿児島県工業技術センター

石原信雄(前官房副長官). (有)美紀大島，エノレシー(シ~jJ'ポサ)

1 1 名瀬市立名瀬小学校，名瀬市立朝日小学校， 270 18 289 

本場大島紬技術専門学院

o 
1 2 阪東機工(株). (株)大島紬村 14 。 。 14 

武蔵野美術大学，瀬戸内町役場企画課，

1 18 8 。 26 

(株)アマミファッション研究所

2 本場大島紬織物協同組合(車児島市).川畑絹織物 12 。 。 12 

京鹿の子絞振興協同組合(1¥都市).南絹織物，ニライカナイ，

3 静岡県浜松工業技術センター，岐阜県製品技術研究所， 58 32 。 90 

県人事委員会委員

言f 590 232 3 825 

26-



E研究報告

'-J 

¥._) 



本場大島紬の仕上げ加工に関する研究(第 1報)

西決造，仁科 l勝海

本場大島紬の泥染め染色はシャリンパイ液を更新しながら数十回もみ込み染色を行った後，泥田で染

色を行う独特な染色法である。その仕上げ加工は一般的な方法では難しい。これまでクレーム等も発生

しており、これらの課題を解決する為，付加価値の高い仕上げ加工の確立が必要となっている。湯通し

湯のし等の見直し， SG加工， SR加工等特殊加工の検討や試験を行い，その処理方法を確立する。

本場大島紬の特長を損なうことなく，より一層の品質の向上を図るもので，今回は本場大島紬の品質

を損なうことなく湯通し処理法を確立したので報告する。

1.はじめに

ライトシリコン M-807S 2.0 % 

本場大島紬の染色は独特な染色法であるので，そ

'-._/' の仕上げ加工は一般的な方法では難しい。

NO.2 :フノリ 2.0% 

ライトシリコン M-807S 5.0 % 

L;;j 

これまでクレーム等も発生しており，これらの課

題を解決する為，付加価値の高い仕上げ加工の確立

が必要となっている。湯通し、湯のし等の見直しゃ，

SG加工、 SR加工等の特殊加工を施し，本場大島

紬の品質の向上を図る。

今回は糊剤別，亜美剤濃度別の本場大島紬を試作

し，湯通し方法についての検討を行い，その処理方

法 25種類について試験を行った。

2.実験方法

2. 1紬の試作

下記により糊剤別とE美剤の濃度別に本場大島紬

を試作した。

2 . 1. 1染色

(1) 泥染め染色での試作

純泥染め糸での泥染め大島紬の試作

( 2 ) 色大島紬の試作

黒色

カヤカラン ブラック 2R L 5.0 % 
ダイレクト ダーク グリーンB 0.5 % 

赤色

アンスラセン レッドGRL 5.0% 

2. 1. 2糊剤別と亜美剤の濃度別大島紬の試作

( 1 )泥染め糸での大島紬の試作

No， 1 :フノリ 2.0% 
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No，3 : :カゼネート PG 1.0 % 

ライトシリコン M-807S 2.0 % 

NO.4 :カゼネート PG 1.0 % 

ライトシリコン M-807S 5.0 % 

No， 5目セロゲン 2.0% 

ライトシリコン M-807S 2.0 % 

No.6 :セロゲン 2.0% 

ライトシリコン M-807S 5.0 % 

NO.7 :サイロンBB 15.0 % 

ライトシリコン M-807S 2.0 % 

NO.8 :サイロンBB 15.0 % 

ライトシリコン M-807S 5.0 % 

(2)化学染料染色糸での大島紬の試作

No.9 :フノリ 2.0% 

ライトシリコン M-807S 2.0 % 

NoJO・カゼネート PG 1.0 % 

ライトシリコン M-807S2 2.0 % 

No.ll :セログン 2.0% 

ライトシリコン M-807S 2.0 % 

NoJ2・サイロンBB 15.0 % 

ライトシリコン M-807S 2.0 % 

2. 2 湯通し試験

2. 2. 1湯通し操作法

浴比 1 : 30 

操作法

15分毎に押さえ糊抜きを行い、 湯通し後



水洗 3回行った。

20
0
CX 2 min X 3回

2. 2. 2湯通し法

( 1 )温度 40
0

CX 30分

(2 )温度 40
0
CX60分 (30分ごとに湯を変

える)

( 3 )温度 40oC X 120分 (30分ごとに湯を

変える)

(4 )常温水 20oC X 30分

( 5 )常温水 20oCx 60分 ( 30分ごとに水

を変える)

( 6 )常温水 20oC X 120分 (30分ごとに水

を変える)

( 7 )温度別湯通し

20 oC X 30分

40 oC X 30分

60 oC X 30分

( 8 )吸引式湯通し

湯通し 40oC X 30分後→表裏 2回吸引

( 9 )吸引式湯通し

湯通し 40oC X 30分後→表裏6回吸引

(10) 遠心分離器絞り

湯通し 40oC X 30分後→遠心分離器絞り 2回

( 1回ごとに水に浸演)

( 11)遠心分離器絞り

湯通し 40oC X 30分後→遠心分離器絞り 4

回(1回ごとに水に浸演)

( 12)遠心分離器絞り

湯通し 40
0
CX 30分後→遠心分離器絞り 6回

( 1回ごとに水に浸演)

( 13)超音波照射 5min →湯通し 40"c X 30分

(14)超音波照射 10min→湯通し 40oC X 30分

( 15) 引き染め用ブラシで擦る

湯通し 40oC X 30分後→引き染め用ブラシ

で擦る表裏 3回)

(16) ニューマチックマングル絞り

湯通し 40oC X 30分後→ニューマチックマ

ング、ノレ絞り (圧力 400kg X 3回絞り)

(17) ホワイトクリーナMO.5%溶液添加

湯通し 40oC X 30分

(18) ソルベンCAO.5%溶液添加

湯通し 40oC X 30分

(19) ピオテックス LCO.5%溶液添加

湯通し 40oC X 30分

(20) ラクトーゼ RCS-concO.5%溶液添加

湯通し 40oC X 30分

(21) ラクトーゼ ST -concO.5 %溶液添加

湯通し 40oC X 30分

(22) PAS-6000. 5 %溶液添加

湯通し 40oC X 30分

(23) アートリンGXO.5%溶液添加

湯通し 40oC X 30分

(24) ソルベン CAO.5%、ホワイトクリーナM 0.5 

%溶液添加、湯通し 40
0
CX30分

(25) ソノレベン CAO.5%、溶液添加

湯通し 40"c X 30分

u 

2. 3汚染の判定

試験前後の湯通し液lこ見える色の開きと汚染用J
グレースケー/レの各色票聞に見える色の聞きとを

比較する。このようにして湯通しによる水の汚染

を下記の判定基準によって判定する。

表 1 汚染の判定基準

等級(級) I 判定基準
1 I汚染が汚染用グレースケールの 1号またはその程度をこえるもの
2 I汚染が汚染用グレースケールの 2号程度のもの
3 I汚染が汚染用グレースケーノレの 3号程度のもの
4 I汚染が汚染用グレースケールの4号程度のもの

5 1汚染が汚染用グレースケールの 5号程度のもの

2. 4 熱湯に対する染色堅ろう度試験 湯通し浴に試料を浸潰して湯通しに対する染色堅

熱湯堅ろう度試験方法 (JISL0845-1975) ろう皮を試験行った。

熱湯試験ビーカ法 1号で試験した。 2. 5. 1試料

2. 5 湯通しによる染色堅ろう度試験 下記の染料により染色した綿布で熱湯に対する

n
w
d
 

。，u



染色墜ろう度試験方法に従って試料を調整する。

カヤカランプリリアント ブルーG 2% 

シリアス ファスト ブルー 3GL 2% 

カヤカラン レッドGLW 4% 

ダイレクト ファスト レッド 3B 4% 

2. 5. 1 操作

湯通し浴に熱湯堅ろう度用試料浸潰して，湯通

し方法に準じて操作を行った。

2. 5. 2 判定

試験片の変退色および添付白布の汚染の判定は、

熱湯堅ろう度試験方法に準じて判定した。

2. 6 摩擦に対する堅ろう度試験

湯通し前後の摩擦堅ろう度試験は下記により行

った。

¥ノ 摩擦に対する堅ろう度試験JIS0 8 4 9ー1996

摩擦試験機 I形で乾摩擦試験を行った。

2. 7 湯通し後の紬布の減量率

湯通し前後の納布の重量を測定して湯通しによる

地経糊の脱落を調べて湯通しの良否の目安とした。

A
U
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υl
 

x
 

日且一の一i
 
i
 

し
葺通一二のi

 

重
℃J

L
 

の
蕩

し一

率
、

量

2

減

2. 8 ちぢみ率

湯通し前後の納布の長さを測定して湯通しによる

紬布ちぢみを調べた。

ちぢみ率

湯通し前の紬長さー湯通し後の紬長さ。 湯通し前の紬の長さ x 100 

3.実験結果

2. 2. 2 湯通し法別による，主な結果を表 1~

8-2に示す。

4.まとめ

湯通しH寺に，i且湯や常温水に長時間浸演すると使

用した染料が，大島紬の白緋部分へ移染する恐れが

あるので長時間大島紬は湯通し液に浸潰しないほう

が良い。又湯通し温度が高いと色大島紬や色入り泥

染め納等は白緋昔11分へ移染するので，処理時の温度

にも十分気をつける必要がある。

ホワイトクリ}ナMO.2-0.5%添加溶液で湯通し

をすることにより，熱湯堅ろう度の汚染は良くなる。

色大島紬や多色入り泥染め紬は当溶液で湯通し処理

することにより白緋部分への移染する恐れなく湯通

しができる。ホワイトクリーナー溶液が高濃度にな

ると摩擦堅ろう皮に悪影響を及ばすので注意が必要

である。湯通し条件や処理方法の影響もあるが，そ

の染色や処理じJ卜分気をつけ，~ろうな染色が必要

である。

i尼染め大島紬は、超音波や引き染め用刷毛で擦っ

て，湯通しをすることで若干摩擦堅ろう度が向上す

ることが確認された。このことは泥染め特有のレー

キ状の染着が超音波や刷毛で擦り，泥染めのレーキ

状やj尼の微粒子が洗い流されるものと考えられる。

泥染め大島紬は湯通しにより摩擦堅ろ度はタテ方

向よりヨコ方向が不堅ろうになった。

湯通しでの糊除去率がよいのは，操作法別では超

音波操作、遠心分離器操作，吸引糊抜き法が良い。

糊抜き剤 6種の内、糊除去効呆が高いのはソルベ

ンCAで，温度別では湯通し温度が高いほど湯通し

による糊抜き効果が高いことがわかった。

湯通しをして大島紬を保管することにより、カ

ピ発生や白化現象を防止できることか鴻認できた。

それぞ、れの湯通し脂により使用機器や処理条件が

異なるが，当研究の結果を参考にするとともに大島

紬製造工程や特長を熟知のうえ湯通しすることによ

り一層の着心地の良い仕上がり製品になると確信し

ます。

参考文献

-高橋誠一郎染色の基礎知識 染織と生活社

染色加工の辞典:日本学術振興会・高分子機能加工

第 120委員会

西 決造ら・鹿児島県大島紬技術指導センター業務

報告書P37 (1997) 
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表 1 持通し試験 (40'c X 30min) 

コボ堅11 重揚通量L前 楊過し桂
減湯量通芸名し佳% 

揖週前 楊通し桂 ちじみ率 汚染
? 重量 l' 畏さ~ 長 リ % 紐

1 18. 38 1 R. 1 7 1. 14 400 396 1. 00 
2 18. 68 18. 45 1. 23 400 396 1. 00 
3 18. 46 18. 27 1. 03 400 39:> 1. 25 
4 1 9. 26 19. 08 O. 93 400 39 R O. 50 
5 17. 92 17. 72 1. 12 400 395 1. 25 
自 18. 96 18. 70 1. 37 400 396 1. 00 2-3 
7 1 R. 22 17. 98 1. 32 400 396 1. 00 
8 18. 98 1 8. 7 1 1. 42 400 399 O. 25 
9 17. 49 1 7. 2 7 1. 26 400 395 1. 25 

10 17. 57 1 7. 5 5 O. 1 1 400 396 1. 00 
1 1 17. 44 1 7. 2 9 O. 86 400 395 1. 25 
12 18. 24 1 7. 9 9 1. 37 400 399 O. 25 

表 1 1 湯i雨し前後の摩擦l笠7:>う度試験
糊『E、、ー、試¥験 grl 湯通し前 湯通し佳 揖過し前 描通 L{ま

府摩擁(輯) 材陣織[紐) ヨコ庫樟{柚) ヨコ陸掠{級)
1 3-4 3 3 2-3 
2 3-4 4 3-4 3 
2 3-4 3 3 2-3 
4 3 1 2 3-4 2-3 
5 3-4 3-4 3 2-3 
a 2 3 3 3 
7 3 3 4 3 
8 3 3 3-4 3-4 
9 5 5 自 5 
10 5 5 5 5 
1 1 5 5 5 5 u 
1 2 5 5 5 5 

表 1-2 湯 摘し によ る熱E皆目安ろう度試験

試〉使¥

カヤカランプリリント カヤカフン シリアスファス卜 ダイレタト ファス卜
ブルーG V.9ドGLW 7)レ 3GL レッド:1S

熱甫畦里食 楊通し 熱 試 験 湯通し 熱試験 湯通 L 熱楊試験 通し
4-5 5 5 。 5 n 5 。

湯 汚 車需 4 5 2 3 4-5 。 1 2 2 
試 綿 4 5 5 3-4 4-5 3-4 5 1 2 2-3 
験 染

表 2 善通し試験 20 'c ><_ 30min) 
、試~験、目』、染、料、司 楊通し前 湯通し桂

楊蹴過量率し後% 
楊週前 描通し後 ちじみ率 汚染

重量? 重量? 長さ "J 畏さ'.， % 紐

1 18. 80 18. 62 O. 9日 400 401 + 0，2 5 
2 1 8. 4 1 18. 21 1. 09 400 399 O. 2;) 
3 18. 34 18. 21 O. 7 1 400 399 O. 25 
4 18. 52 1 R. 36 O. 86 400 399 O. 2 n 
5 18. 24 18. 04 1. 10 400 399 O. 25 3 
6 18. 06 17. 85 1. 16 400 375 白. 25 
7 1 7. 1 2 16. 87 1. 46 400 390 2. 50 
8 19. 00 18. 79 1. 1 1 400 398 O. 50 
9 17. 44 17. 211 1. 03 400 396 1. 00 
10 17. n 9 17. 54 Q. 28 400 399 O. 25 
1 1 17. 53 1 7. 40 O. 74 400 398 O. 50 
1 2 18. 33 1 8. 1 3 1. 09 400 400 O. 00 ) 

表2 1 湯通し前後の ろう度試 決

よ¥理主 楊過し前 構通し桂
楊拍車過樟し前{紐)

楊過し桂
持摩擁(紐) 府摩擁(輯) ヨコ躍擁 (紐)

l 3-4 4 3 3 
2 3-4 3 3-4 3-4 
3 3-4 3 3 3 
4 3 3-4 3-4 2-3 
5 3-4 3 2 3 
6 3 2 3 3 
7 日 4-n 3-4 3-4 
8 3 4-5 3-4 3-4 。 5 5 5 n 

1 0 5 5 5 5 
1 1 5 5 5 5 
1 2 5 5 5 5 

表己-~ 湯通し hこJ:ゐ熱湯竪ろう度試験

訟dL、

カヤブJラン プリリアン卜 カヤカラン シリアス ファスト ダイレクト ファス卜
ブルーG レd ドGLW プル- 3GL レッド 3B

熱楊試験 湯通し 熱湯試験 湯通し 割楊試験 楊通し 熱湯験 湯通し
を4 ヲE 色(紐) 4-5 5 5 5 5 5 。 5 
楊 T号 年鴇 4 5 2 4 5 4-5 5 1 2 4 
試 棉 4 5 5 3-4 4-5 3-4 b 1 2 4 
験 換
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表 3 湯通し試験 (600Cx 30min) 

糊「叫生!! 描過し前P 揖通L?桂 陣湯通最率し桂% 
揖週前 揖通し桂 ちじみ喜界 汚染

重量 重量 畏さ'" 畏さ '" % 組
1 1 8. 37 18. 14 1. 25 400 39 n 1. 00 
2 18. 64 18. 39 1. 34 400 397 O. 7 n 
3 18. .63 1 B. 35 1. 50 400 39 !l 1. 25 
4 18. 36 1 8. 1 8 O. 98 400 395 1. 25 
o 18. 24 18. 00 1. 32 400 397 O. 75 
日 18. .64 18. 38 1. 39 400 397 O. 75 2 
7 1 8. 2 1 17. 96 1. 37 400 396 1. 00 
8 18. 53 18. 23 1. 62 400 39 n 1. 00 
9 1 7. 70 17. 49 1. 19 400 402 +0. 5 

10 1 7. 76 17. 70 O. 34 400 397 O. 75 
1 1 1 7. 3 2 1 7. 1 8 D. 81 400 397 O. 75 
1 2 18. 28 18. 03 1. 37 400 397 Q. 75 

表 3 1 湯通し前後の ろう度試験

制7吋里!! 湯通し前
楊肝鹿過擁し桂(紐)

湯通し前 楊通し桂
肝躍擁(紐) ヨコ庫擁(紐} ヨコ鹿樟 (紐)

1 3-4 2-3 3 2-3 
2 3-4 3 3-4 3-4 
3 3-4 3 3 3 
4 3 3-4 3-4 2 
5 3-4 3 3 1 2 
6 3 3 3 3 
7 3 4 3-4 3 
8 3 4 5 3-4 3-4 。 5 5 5 5 

10 o 5 5 5 
1 1 。 5 5 o 
1 2 ロ 。 5 5 

'----" 

3-2 
カヤカランプリリアント

ブルーG

'0豆コL
5 

4-5 
5 

重亙霊夢
4-5 

4 
4-5 

湯i南しによる熱湯『
カヤカラン ' 

レシドGLW

5 I 5 
2 I 2-3 

3-4 I 4-5 

亙亙亜
5 

4-5 
3-4 

同一純一
5

一千

表4 湯通し試験 (40tx  30min→2回吸ヲ1)

糊E『l、~、』、試『験~別 揖通し 楊通し桂 蹴揖通し桂 楊週前 揖通L揖 ちじみ率 汚染
前重量? 宜量 l' 量率% 長さ'" 長さ ~ 今も 紐

l 1 8. 56 18. 33 1. 24 400 399 O. 25 
2 18. 84 18. 59 1. 33 400 397 O. 75 
3 18. 21 18. 04 O. 93 400 396 1. 00 
4 18. 74 1 8. 5 6 O. 9白 400 396 1. 00 
5 18. 36 18. 13 1. 25 400 3 !) 3 1. 75 
6 18. 43 18. 18 1. 3日 400 396 1. 00 2-3 
7 18. 06 17. 83 1. 27 400 397 O. 75 
8 18. 64 18. 38 1. 39 400 399 O. 25 
9 1 7. 40 1 7. 1 9 1. 21 400 397 O. 75 

1 0 17. 68 1 7. 62 O. 34 400 400 Q. 00 
1 1 1 7. 3 2 1 7. 1 8 O. 81 400 394 1. 50 
1 2 1 8. 1 8 17. 94 1. 32 400 399 O. 25 ) 

表4 1 湯通し前後の摩擦塁ろう度試験

制子明 揖通し前
押揖通摩損し佳(組) 掃ヨコ摩過障し前[級) 掃ヨコ摩過擁し桂(紐)肝摩撮廿汲}

1 3-4 3 3 2-3 
2 3-4 3 3-4 3 
3 3-4 3 3 3 
4 2 3-4 3-4 3 
5 3-4 3 3 2-3 
行 3 3 3 3 
7 3 3 3-4 3-4 
日 3 4 3-4 3 
9 5 5 5 5 

10 5 5 5 5 
1 1 5 5 o 5 
1 2 5 5 o 5 

君を 4 一乙 帯わ盟し ιふ也熱湯田号。つ l苦言正1躯

訟 dLカャカランプリリアント プJヤカラン シリアスファスト ダイレクト 77只ト
ブルー G レードGLW プレー 3GL レッド 38

熱揚試験 揖通し 熱湯試験 湯通し 熱湯試験 楊通し 安λ湯試験 楊過し
f.{! 宮色(組) 4 5 5 b 。 5 5 ロ 5 
湯 r号 f再 4 5 2 3-4 4-5 4 5 1 2 2 
試 綿 4-5 5 3-4 4 5 3-4 5 l 2 2-3 
験 換
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表呂 湯 i直し試験 (40 oC X 30min→預心ぷ ~り 2 凶)

孟~塑! 揖重通量し前F 湯重通量し?撞
掛過し桂 調理さ前 湯通し桂 ちじみ率 汚染
融 量 感 % 畏 ~ 畏さ~ % 組

1 18. 40 18. 17 1. 25 400 39 fi 1. 00 
2 18. 49 18. 23 1. 41 400 397 Q. 75 
2 18. 43 18. 23 1. 09 400 393 1. 75 
4 18. 84 18. 65 1. 01 400 393 1. 75 
5 18. 01 17. 76 1. 39 400 394 1. 50 
6 18. 45 18. 19 1. 41 400 394 1. 50 2-3 

7 18. 58 18. 34 1. 29 400 381 4. 75 
a 18. 75 18. 46 1. 55 400 401 + 0.2 5 
9 17. 30 17. 08 1. 27 400 395 1. 25 

10 17. 41 17. 33 Q. 46 400 392 2. 00 
1 1 17. 46 17. 29 O. 97 400 39町 1. 00 
1 2 18. 23 18. 06 O. 93 400 399 O. 25 

表 5-1 湯、吊し前後の摩 察堅ろう度試I~ 
糊、目----、試、験、別 湯通し前

揖押庫過県し後(紐) 湯拍通車樟し前{植} ヨ湯コ摩通揮し桂(紐)府摩擁(組)
l 3-4 3-4 3 2-3 

2 3-4 3-4 3-4 3 
3 3 4 3-4 3 2 2 

4 日 2 3-4 3 
5 3-4 4 3 3 
6 3 3-4 3 3 
7 3 4 3-4 3 
8 3 3 3-4 3-4 
9 5 5 5 5 
10 5 5 5 5 

1 1 5 5 
" 

5 
) 

1 2 5 5 5 5 

表 5-2 湯通しによる熱湯堅ろう度試験

訟《L¥カヤカランプリリアント カヤカラン シリアス ファスト ダイレクト ファスト

プル G レッドGLW 71レ- 3GL レァド38
熱 試 験 し 熱試験 し 長湯試験 通し 熱試験 通し

熱 ヲE 色(紐) 4 5 5 5 5 。 5 5 5 

楊 I寺 絹 4 。 2 3-4 4-5 5 1 2 2 
拭 綿 4-5 。 3-4 4 5 3-4 5 1 2 2-3 

験 民

去 6 湯 通 し ま 式 食 (40"c X 30min→超音波照射 5minl 

糊f坦L 描草iiflL. 前 湯温し桂 揖i目u量 楊週前 揖過し桂 ちじみ率 汚染
量 l' 重量 F 減量率% 畏さ '.， 長さ 亀.， % 融

1 1 R. 41 18. 13 1. 52 400 395 1. 25 
2 1 8. 5 1 1 8. 2 1 1.-62 400 395 1. 25 
3 1 8. 3 1 18. 09 1. 20 400 395 1. 25 
4 18. 53 18. 30 1. 24 400 396 1. 00 
5 1 8‘ 40 18. 13 1. 47 400 394 1. 50 
6 18. 53 18. 22 1. 67 400 395 1. 00 2-3 

7 18. 49 18. 27 1. 19 400 395 1. 25 
8 18. 83 18. 54 1. 54 400 400 O. 00 
9 17. 58 17. 35 1. 31 400 393 1. 75 

10 17. 74 1 7. 日5 O. 51 400 395 1. 25 
1 1 1 7. 6 1 17. 43 1. 02 400 395 1. 25 
1 2 18. 47 18. 20 1. 46 400 396 1. 00 ) 

表 6 1 湯通し前後の摩擦 軽ろう度試験

糊子4塁11 湯通し前
荷揖車過損し桂(紐)

湯通し前 揚過摩擁し桂
持庫醸(融) ヨコ摩損 (紐) ヨコ (組}

1 3-4 3-4 3 2-3 
2 3-4 3 3-4 3 
3 3-4 3-4 3 3 
4 3 3 3-4 3 
5 3-4 4 3 3 
6 3 3 3 3 
7 3 4-5 3-4 3-4 

8 3 4 5 3-4 3-4 
9 5 5 5 5 

10 5 5 5 5 

1 1 。 5 5 5 
1 2 。 5 5 5 

完宝 b Z 初 旭 し ド ふ 也 酷踊閉ウつ

訟dLカヤカランプリリアント カヤカラン シリアス ファスト ダイレクト 77ス卜
ブルーG レードGLW プJl(- 3GL レッド 38

、楊 楊通し 鼎楊世験 湯通し 。楊験 楊過し 、、湯 湯通し

熱 宮 色(紐) 4-5 5 5 5 5 5 5 5 

試揖
肯 相 4 5 2 3-4 4-5 4 5 1 2 2-3 

綿 4 5 5 3-4 4 5 3-4 4-5 1 2 2-::l 

験 換
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表 7 湯通し試験 ソルベン CAO.5%添加→ 40oc X 30min) 

糊γ~空 湯通し前 揖通し桂 揖由L佳 揖週前 湯通し桂 ちじみ率 汚染
重量 l' 重量P 陣 量 率 % 畏さ'" 畏さ '" % 組

1 1 8. 53 18. 23 1. 62 400 397 O. 75 

2 1 R，日 1 18. 30 1. 67 400 396 1. 00 
3 18. 08 17. 83 1. 38 400 397 O. 75 
4 18. 65 1 8. 4 1 1. 29 400 396 1. 00 
5 17. 74 17. 45 1.白 3 400 394 1. 50 
6 18. 69 1 R. 40 1. 55 400 397 O. 75 2 
7 18. 88 18. 57 1. 64 400 398 O. 50 
8 1 8. 4 1 1 8. 1 1 1. 63 400 399 O. 25 
9 1 7. 4 1 17. 21 1. 15 400 399 O. 25 

10 1 7. 36 1 7. 3 1 O. 29 400 396 1. 00 
1 1 17. 20 17. 05 O. 87 400 396 1. 00 
1 2 18. 56 18. 32 1. 29 400 399 O. 2 fi 

表 7 1 湯通し前後の摩 宍殴ろう度試 論

棚、____ 1試、験¥EJ 湯通し前 湯通 L桂 揖通し前
揖ヨコ摩通損し佳(組)ヨコ摩棟 (紐) ヨコ摩擁 (紐} ヨコ麿棉 (組)

1 3-4 2 3 3 
2 3-4 3-4 3-4 3-4 
3 3-4 4 3 2 3 
4 3 3 3-4 3 
5 3-4 3 3 2-3 
6 3 4 3 2-3 
7 3 3-4 3-4 2 3 
8 3 3-4 3-4 3 
9 5 民 5 5 

1 0 5 口 5 5 
¥ 1 1 5 n 5 5 

1 2 5 。 5 5 

表 7-2 湯通しに よる 熱湯 竪 ろ っ 皮 試 験

試夜ド寸一一軍事¥面夜了

カヤカランプリリアント カヤヌJヲン シリアス フプァJス卜 ダイレクト ファスト
プル-G レッドGLW レ- 3GL レッド 38

熱楊試験 過し 熱湯試験 し 熱楊試験 楊通L 鼎楊試験 湯通し
4 5 5 5 。 5 5 5 5 

措拭
汚 間 4 5 2 3-4 4-5 4 1 2 2-3 

綿 4 5 5 3-4 4-5 3-4 4-5 1 2 2-3 
験 耳さ

表 8 湯涌し試験 ホワイトクリーナMO.5%添加→ 40oc X 30min) 

糊子噌旦 前楊重通量し ? 揖重通し桂 楊通し桂
長楊さ週前~ 楊過し桂 ちじみ率 汚 染

量 Z' 樺量率% 長さ'" % 紐
1 1 8. 5 1 1 8. 4 1 O. 54 400 39. 8 O. 50 
2 18. 6 S 18. 4 B Q. 91 400 39. 6 1. 00 
3 1 B. 29 18. 26 O. 16 400 39. 9 O. 25 
4 18. 89 18. 75 O. 74 400 39. 8 O. 50 
5 18. 73 18. 54 1. 01 400 4 Q. 2 + 0.5 0 
6 18. 29 18. 07 1. 20 400 39. 8 O. 50 1 2 
7 18. 30 18， 12 O. 98 400 39. 8 O. 50 
8 18. 68 18. 45 1. 23 400 39. 8 Q. 50 
9 17. 27 1 7. 1 1 O. 93 400 39. 7 O. 75 
10 1 7. 7 3 17. 72 O. 06 400 39. 6 1. 00 

ヘ 1 1 1 7. 7 1 17. 56 Q. 85 400 39. 8 O. 50 
1 2 18. 13 17. 90 1. 27 400 4 O. 0 0， 00 

表 8 1 湯通し前後の士一 ろ う度試験

冊子4 型! 掛過し前 湯通し桂
湯ヨコ通躍棉し前(組)

湯通し桂
何摩擁(組) 持庫障(紐) ヨコ庫棉 (紐)

1 3-4 1 2 3 1 2 
2 3-4 4 3-4 3 
3 3-4 1 2 3 l 2 
4 2 3 3-4 2 
5 3-4 1 2 3 1 
自 3 3-4 3 日

7 3 2-3 3-4 2 
8 ， 3-4 3-4 3 
9 5 5 5 5 
10 5 5 5 5 
1 1 5 。 5 ロ

1 2 5 。 5 n 

表 出 一 己 湯1直し f::J:品副 湯田島ろう I主試験

よー哩¥
;Jヤカラン プリリアント カヤカフン シリアス プアスト ダイレクト ファスト

プル G レッドGLW プ2 3GL レッド '8
艶掲試験 湯 通 し 熱楊試験 楊通し 県揖験 楊過し 熱湯拭 湯通し

発1¥ 宮 色(紐) 4 5 5 ロ 5 5 5 5 5 
楊 f号 t渦 4 5 2 5 4-5 5 1 2 4 5 
試 綿 4 ロ 5 3-4 5 3-4 5 l 2 5 
融 u与
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摺り込み技法の開発研究

西決造，首正義貝IJ* 1 ，高橋誠一郎叫，星野光男叫

本場大島紬の主要工程は図案・締め・染色・加工・織りの工程であり，これを細かく分類すると 30 

数工程にもなる。本研究で取り組んだ加工工程にしても糊張り・部分解き・着色・パラサキ・板巻等に

分かれる。

本場大島紬の緋糸はガス綿糸で防染して緋廷をつくる事によりできる。 t尼染め染色後このガス綿糸を

部分解きして白く残っている緋部分へ色糊を摺り込んで着色することを摺り込み染色と言い，この部分

解きはリッパや千枚通しを使って行うので緋糸を切ったり，糸を傷つけたり毛羽立ちが生じるので，繊

細な技術と経験や熟練を要する。本研究では緋廷のガス綿糸の上から中の緋糸を傷つけることなく着色

出来る技法を開発した。

1 • 目的 アンスラセン レット GRN 2.0% 

本場大島紬の緋廷はガス綿糸で防染して緋糸を作

製している。 i尼染め染色後このガス綿糸を部分解き

して白く残っている緋部分へ色糊を摺り込んで着色

することを摺り込み染色と言う。この部分解きはリ

ッパや千枚通しを使って行うので緋糸を切ったり，

糸を傷つけたり毛羽立ちが生じるので，繊細な技術

と経験や熟練を要する。本研究では緋廷を部分解き

せず，締められたガス綿糸の上から中の緋糸を傷つ

けることなく摺り込み着色出来る技法を研究開発す

ることにより，摺り込み加工の高能率化を図る。高

品質の大島紬を製造する事により，需要の拡大につ

ながり，また加工工程の簡略化により製造コスト削

減等も図られる。

浸透剤W

2.2色糊の調整

。 1~ 1.0%Ü

2. 実験方法

2 . 1摺り込み液の調整

摺り込み液に強力浸透剤を添加し下記のように

調整して泥染め緋廷のガス綿糸の上から摺り込ん

だ。

A摺り込み液

メイプロガム NP

アンスラセン レット GRN

プレスタピットオイル

B摺り込み液

メイプロガム NP

アンスラセン レット GRN

C摺り込み液

メイプロガム NP

2.1 % 
2.0 % 

0.1 ~ 1.0 % 

2.5 % 
2.0 % 

2.5 % 

下記の色糊を用いて泥染め緋廷のガス綿糸の

上から摺り込んだ。

CSカラーエロー G-l

CSカラーバイオレッド 2BRS- 1 

CSカラーグリーン B-l

CSカラーブルー RS- 1 

CSカラーレッド 2B-l

CSカラースカーレット RN- 1 

CSカラーブノレ-4G-l

CSカラーブロン BR- 1 

2.3糊抜書法

2 . 3 . 1緋廷の泥染め後ガス綿糸で締められた部分

の緋廷の糊抜きを下記のように行った。

2.3.2醇素糊抜き剤による方法

ソノレベン CA 0.5% 

糊抜き時間

30min， 60min， 180min 

温度 60'C 

2.3.3超音波による方法

超音波照射時間

30min， 60min， 120min 

2.3.4熱湯による糊抜き

① 常温 水 X30min 

② 70 'c X 30min 

③ 80 'c X 30min 

u 

"首E紬工場代表，川田中直染料底研究部長，川本場奄美大島紬協同組合
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|④ 90 'c X 30min 

2.3 .5遠心分離器による脱水絞りによる糊抜き

l ①水浸漬 10分→脱水→水浸演 2分→脱水

②熱湯浸漬 10分→脱水→熱湯浸漬 2分→脱水

③熱湯浸演 30分→脱水→熱湯浸演 10分→脱水

④熱湯浸漬 10分

2.4緋蓬の作製

'2 . 4 . 1糊張り用糊剤による影響， i尼染めによるガ

| ス綿糸で締められた中の緋糸の糊落ち状態 ガス

綿糸引き込み本数による染料の浸透性等を調べる

| ため下記の緋廷を作製した。

，2.4 . 2糊張り

①イギス

②セロゲン

:可否糊剤T-A 

可4>糊剤UTF - AS 

2.4.3ガス綿糸引き込み数を変えて下記のような

緋廷を作製した。

3モト， 4モト 5モト， 6モト，サベ，ナガ

:2.5防染剤による移染防止

緋建へガス綿糸の上から色糊を摺り込み染めの

際，白残し部分への移染防止の為，1坊染糊 ppを使

用した。

3 .実験結果

結果は表 1~ 1 1に示す。

。 4 .まとめ

従来の摺り込み液に高濃度の強力浸透剤を添加し

てガス綿糸の上から摺り込んでも緋糸のフスのうわ

!べに淡く色が付く程度であった。

I CSカラーをガス綿糸の上から摺り込み後，蒸熱

!処理する事によりガス綿糸で締められた緋糸のフス

|の中心まで着色された。

! イギスによる糊張り緋廷は CSカラー摺り込みに

|より緋建のサベや 3 モト ~5 モトまではガス綿糸で

締められたフスの中心まで染まったが 6モトはフス

の中心までは染まらなかった。

| ガス綿糸の上から摺り込む技法においては緋楚用

|糊張りはセロゲン、糊剤 TF- ASが糊蒋ちが良く

ブスの吋で 6モト由出来た。

緋蓬を糊抜き剤や熱湯浸1責、超音波照射で糊抜き

する方法は効果はなかったが，常温水浸演による遠

心分離器脱水は糊抜き効果があった。

ガス綿糸の上から摺り込む時に白残し部分は注意

をして摺り込むことにより移染はみられなかった

が，念のため防染剤を使ったほうが安心して摺り込

める。

5. 結言

摺り込み染色

(作業日数 7日)

図1 従来の摺り込み技法と新摺り込み

技法の開発のフローシート

大島紬の図案に基づく指定色の摺り込みは緋廷を

泥染め後，緋廷のガス綿糸の部分解きはりッパや千

枚通しを使って行うので緋糸を切ったり，緋糸を傷

つけたり，毛羽立ちが生じ，品質を損なうと共に熟

練を要する作業である。

本研究開発はガス綿糸の上から摺り込む技法で絹

糸を傷つけることなく摺り込み着色が出来る。大島

紬のキズ，毛羽立ちを防止し高品質の大島紬が製造

される。若年後継者でも摺り込みが可能になり，図

1のように緋建部分解き摺り込み着色に 20日程費

やしていたのが僅か 7日ぐらいに省略出来，労力の

低減や，作業時間の大幅な短縮，製造コストの削減

を図ることが出来る。又今までキズ，色ムラによる

不合格品は当研究で開発した技法により減少し大島

紬の品質の向上が期待できる。
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表 1 浸透剤添加JlI)による摺り込み試験

浸透剤日1)
ガス綿糸引き込み本数

濃度別% 3モト 4モト 5モト 6モト サ "" ナ ガ
プレスタピット 0.1 2 2 2 2 2 1 2 

オイルV 0.5 2 2 2 2 2 1 2 
1.0 2 2 2 2 2 1-2 
0.1 2 2 2 2 2 1 2 

ネオコール sw 0.5 2 2 2 2 2 1 2 
1.0 2 2 2 2 2 1-2 
0.1 2 2 2 2 2 1 2 

浸 透 剤 W 0.5 2 2 2 2 2 1 2 
l目。 2 2' 2 2 2 1 2 

5級:ブスの中心まで染着している 4級・フスの中心までやや染着している
3級 フスの上辺まで明らかに染着している 2級 フスの上辺にわずか染若している

1級:フスへの染着が認められない

糊抜き剤による緋窓糊抜き試験

ソノレベン CA

土
5
-
5
一5

土ー亙
2 
2 
2 ) 

温度jjlj
ガス綿糸司I;l<i.入み本数

i~i責時間 3モト 4モト 5モト 6モト サ '" ナ ガ
常温水 30 5 5 4 3 4 5 2 
70

0

C 30 5 5 4 3 4 5 2 
80 "C 30 5 5 4 3-4 5 2 
90"C 30 5 5 4 3 4 5 2 

表 3 温度目1)による緋楚糊抜き試験

表4 遠心分離器による糊抜き試験

絞ーり~日~ll司

メス綿糸引き込み本数
3モト 4モト 5モト 6モト サ ベ ナ ガ

A 5 5 4 3 4 5 2 
B 5 5 4 3-4 5 2 
C 5 5 4 3 4 5 2 
D 5 5 4 3 4 5 2 

角 F、 "ム1; J. 咽円 r、 nU  _1 晶~..ho ，，， 刷

育11ill.7K浸演 1
2分→脱水絞り

D:熱湯浸演 10分

絞り→常温水浸漬2分→脱水絞り B:熱湯浸演
C・熱湯浸演30分→脱水絞り→熱湯浸演2分→脱水絞り

浸1貢

J 

超音波照射

CSカラー摺り込み試験

吐
5
一5
一5

q
u
 

土3
5 
5 
5 

サベ|ナガ。|。
ム~(Çì) I八~。
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表 7 糊剤別による緋楚作成後 CSカラー摺り込み試験

ガス綿糸引き込み ー数
糊剤別 3モト 4モト 5モト 6モト サ -" 
イギス 5 5 4 3 4 5 
セロゲン 5 5 5 4-5 5 
糊苦UT-A 5 5 4 3-4 5 
糊 剤 TF AS 5 5 5 4 5 5 

表 8 糊剤別による摺り込み(糊張り.イギス)試験

..:Jj_z，綿糸引き込丞杢主
染料名 3モト 4モト 5モト 6モト サ r、主

CSカフ エロ G-1 5 5 4 3-4 5 
CSカブ バイオレッド 2BRS-l 5 5 4 3 4 5 
CSカフ グリ ンB 1 5 5 4 3 4 5 
CSカフ ブル RS-1 5 5 4 3-4 5 
CSカフ レッド 2B 1 5 5 4 3 4 5 
CSカラ スカ レット RN-l 5 5 4 3-4 5 
CSカフ ブル 4G-1 5 5 4 3-4 5 
CSカフ ブロン BR-1 5 5 4 3-4 5 

表 9糊剤別緋廷による摺り込み(糊張り:セロゲン)試験

染1\\司名~ガス綿糸引き込み本数 3モト 4モト 5モト 6モト サ ^ 

CSカフ コ二ロ G 1 5 5 5 5 5 
CSカフ バイオレッド 2BRS-l 5 5 5 5 5 
CSカラ グリ ンB-1 5 5 5 5 5 
CSカラ ブル RS -1 5 5 5 5 5 
CSカラ レッド 2B 1 5 5 5 5 5 
CSカフ スカ レット RN-l 5 5 5 5 5 
CSカフ ブル 4G-1 5 5 5 5 5 
CSカフ ブロン BR 1 5 5 5 5 5 

表 10 糊剤別緋廷による摺り込み(糊張り:糊剤T-A)試験

1染\料\名~、 ガス綿糸引き込み本数 3モト 4モト 5モト 6モト サ ^ 
CSカフ 工工口 G 1 5 5 4 3 4 5 
CSカラ バイオレッド 2BRS-l 5 5 4 3 4 5 
CSカラ グリ ンB-1 5 5 4 3-4 5 
CSカフ ブル RS 1 5 5 4 3 4 5 
CSカラ レッド 2B-1 5 5 4 3 4 5 
CSカラ スカ レット悶ふl 5 5 4 3 4 5 
CSカラ ブノレ 4G  1 5 5 4 3 4 5 
CSカフ ブロン BR-1 5 5 4 3 4 5 

表 11 糊剤別緋廷による摺り込み(糊]張り:糊剤 TF-1)試験

染料\名~ガス綿糸引き込み本数 3モト 4モト 5モト 6モト サ fく二

CSカフ コニロ G-1 5 5 5 5 5 
CSカフ バイオレッド 2BRS-l 5 5 5 5 5 
CSカフ グリ ン B 1 5 5 5 5 5 
CSカフ ブル RS -1 5 5 5 5 5 
CSカフ レッド 2B 1 5 5 5 5 5 
CSカフ スカ レット RN-l 5 5 5 5 5 
CSカフ ブノレ 4G-1 5 5 5 5 5 
CSカフ アロン BR 1 5 5 5 5 5 
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新製品開発のための織物の設計に関する研究(その 1) 

平田清和，恵川美智子，押川文隆

大島紬の生産高は，年々減少の傾向にあり厳しい状況におかれている。また，現在の大島紬は，原料から製

品までの製造方法がほぼ画一的で密度的には15.5算， 13算が大半であり，新製品開発には，これまでの素材・

撚糸法・糸使い等を全般的に見直すことが必要である。

この様な観点から，新しい織物として高密度織物等の製品化や，大島紬製造技術を利用した帯地等着尺以外

の用途展開を図るために，従来製品の品質特徴を把握し，織素材の選定やそれらに伴う適切な織物設計方法の

確立を目指すこととした。

今年度は，市場における製品の収集を通して得られた品質分類や物性試験による分析結果を報告する。

1 はじめに

近年，大島紬業界は後継者問題，消費者の意識動向

の変化， P L法等，大島紬の存亡に関わる数多くの問

題を抱え，重大な転換期を迎えている。

また，現在の大島紬は，原料から製品までの製造方

法がほぼ画一的で15.5算， 13算が大半であり，新製品

開発には，これまでの素材・撚糸法・糸使い等を全般

的に見直すことが必要である。

この様な観点から，市場に流通している大島紬製品

を収集し，織物の状態をデータ化することにより，基

本的な品質情報が得られ，糸素材のデータとリンクす

ることで新しい設計にフィードパックすることが可能

になる。

さらに多くの織物データの構築を行うことにより，

これまでになかった織素材の選定においても，利用可

能な織物設計方法の確立を目指す。

また，実証的手段としては高密度織物等の製品化や，

大島紬製造技術を利用した帯地等着尺以外の用途展開

に応用し検証を図る。

2. 試験方法

2. 1製品の収集方法

名瀬市内の 2販売底から入手

当センターでの試作品及び事前入手分

2. 2品種分類及び物性試験

分類方法

糸密度別(経方向，総方向，算数で表示)

緋種類別(経・緯緋，緯緋，縞格子，他)
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マノレキglJ(9.6，7.2，6.0，5. 8'?ノレキ他)

緋配列別(カタス越 1モト越，他) u 
染色別(泥染め，泥藍染め， l尼染め+カッチ染め，

化学染料染め，他)

織り上げ値の測定

厚さ，密度，織幅，長さ，重さ，単位重量

物性試験

しわ回復性(経方向，緯方向)

JIS-LI059-1:1998(a法ーモンサント法準拠)

試験機はSJK型防シワ度調l定機(昭和重機社製)使用

但し，荷重は5Nで行った。

3. 試験結果

3. 1品種分類

収集した114点から，手織でないものや緋の状態がJ
明なものは除外し92点のサンプノレを対象として傾向を分

4斤した。

分類は目視で大まかに分け，不明なものは測定値との

照合により細分化して，最終的には密度などの結果及び

試料の再確認により行った。

今回は収集場所が名瀬市に限られたため試料も15.5算

が50点， 13算が37点と同種類が大半を占めた。品種的に

は狭められたが，泥染めが43点， l尼麓染めが14点とまた，

表には示さなかったが，経緯緋が81.'布、，緯緋は11点とい

わゆる経緋入りが日割近くでこの点からも今回は奄美産

地での状況を見るには適当な分類と考えられる結果とな

っている。

試料の詳細を表 1に示す。



表 l 品種別分類

算数
染 色 閉l

合計マルキ別
1尼藍 化染2尼 置カッチ

9. 6 10 1 1 1 

15.5 7.2 1 2 3 4 1 9 

5.8 5 2 3 1 0 

そ自他 5 2 2 1 10 

(*1) 

1 5 1 4 

6. 0 8 6 4 7 25 

1 3 その引也 2 10 1 2 

(*3) 

A口、 言十 43 1 4 27 B 9 2 

u ※化染には 泥・化染(時)，複合併1)を含む。

3.2織り上げ値・物性試験

今回収集した試料については，厚さ，経糸及び緯糸

密度，織幅，長さ，重さ，単位重量を織り上げ値とし

て測定した。単位重量は20cm角から換算してあるが試

料によっては10cm角からの換算もある。また，半幅の

試事|では織り上げの全幅がわからないため織幅，長さ，

重さが測定できなかったものが 5点あった。

測定回数は基本的には10回で行ったが，織幅と長さ

は5回，重さは 1回，単位重量は 1回もしくは2回で

行った。

fヘ、厚さの傾向は，平均値が15.5算がO.202mm， 13算で

』〆O.200mmと15.5算の方が若干厚めであるが，泥染め同士

での比較でも同様であった。糸自体は13算の方が太い

糸を使用しているが織込み密度の影響もあると考えら

れる。図 1に算数日IJ，図 2にマノレキ別の厚さの変化を

示す。(但し15算は略)

密度に関しては，経糸密度は織古賀に影響されるので

変動は少なく平均値は15.5算で32.95本Icm，15算で31

40本Icm， 13算で27.91本Icmと表示の計算値より1.5~ 

2本Icm多いことがわかった。

緯糸密度の平均値は15.5算で28.75本Icm， 15算で28

38本Icm，13算で27.49本Icmとなり，経締め筏を考慮す

ると表示の計算値との開きはかなり少ない。しかし試

事|間のバラツキは経よりも大きいことが分かる。

単位重量も平均値は， 15.5算が100.4g/rrf，13算で9

1. 5g1 rrfと15.5算の方が若干重めであるが，泥染め同士

での比較では15.5算が99.3g1 rrf， 13算で97.4g1 rrfかな

り近似している。

且主主iι
0，25 

..，・
0，23 

'" ・. ' ・・・. . . . 
I初凶 叩..， .3  ・" .・ o • ， . . .・... ・・

・.理・.・・'・・ . .・・，・・E・..'
。"
0.18 

0.17 

..，・
0，15 

担別

|. t5. 5算・"算|

図 1 厚さ変化(算数別)

亘書室ft.{マル圭ll!I2翠量位
'2' 

。2<
023 

022 

日0129 

0.18 

0.17 

。"
。15

猷剥05.5算)

図2 厚さ変化泥染め(マノレキ別)

物性試験は今回， JISL1059-1 繊維製品の防しわ性

試験方法 第 1部:回復角測定による水平おりたたみ

じわの回復性の測定(モンサント法)のみであるが，

最近の製品動向についていくつかの傾向を見ることが

出来た。

しわ回復率について，図 3に全体の傾向を示す。

(但し15算は略)

まず，算数で比較すると経糸のしわ回復率は，平均

値で15.5算で74.50目， 15算で74.08札 13算で73.83唱と

なり，差は少ない。また緯糸では15.5算で72.95目， 15 

算で71.68札 13算で71.81百となり，同様に差は少ない。

経糸と緯糸では経糸の方が1.5~ 2.5首程度緯糸より回

復性が若干良い。
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染色別の比較では，泥染め15.5算で経糸が74.68目，

繰糸が72.88目， 13算で経糸が72.25%，緯糸が69.91首と

なり， 15.5算の方が若干良い。

化学染料染めで15.5算で経糸が72.51%，緯糸が73.2 

5札口算で経糸が75.24%，緯糸が72.46見となり，経糸

では13算が良いが緯糸では15.5算の方が若干良い，し

かし15.5算では経糸と緯糸の傾向が他の場合と逆転し

ている。これについては分類上化学染料染めに泥染め

と化学染料染めの併用品を入れたためと湯のしなどの

後処理の可能性のある試料が入ったためではないかと

考えられる。図4にマノレキ別，図 5に染色別の変化を

示す。
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4 まとめ

本研究は地域産業集積中小企業等活性化補助事業の

一環として行ったものであるが，市場における大島紬

製品の品質を把握し今後の織物設計における基礎資料

として活用するため，収集する試料数と共に物性項目

データについても増やしていく予定である。

参考文献

1) "繊維試験法のすべて[基礎編]" ，日本繊維セン

ター(1989)
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新製品開発のための織物の設計に関する研究(その 2) 
一 大島紬未利用糸及び複合繊維の活用による多用途織物の研究開発ー

今村順光，瀬戸口正和，大政周三ぺ安田勝年叫，高橋英治ぺ今城満夫判

安 田 謙 志 ぺ 碇 元 克 彦ぺ泉道夫"

奄美産地の繊維素材・染織技術を活用して多角的に織物を考え，多用途織物への展開を図ることを目的とし

た研究会を奄美と鹿児島に設立し，これら業界のニース・要望等も取り入れて素材開発・用途別織物の問題点・

課題等をクリアするため研究開発を進めることにした。

それぞれの織物に適した繊維素材の改善・工夫・試作を重ね，着尺・帯地・洋装生地等の織物に対して，単

糸・双糸・引き合わせ糸の有効的な利用研究を行う。さらに. i尼染未利用糸と各種の繊維を組み合わせた複合

繊維の開発及び意匠糸・網状生糸による織物の表面凹凸効果や撚糸・紡績技術を融合化して，新素材による特

徴効果を引き出す織物と大島紬の製造技術を活用した多用途織物の研究開発を目指す。

1.はじめに

vこれまで，県内の大島紬製造関係者等から寄せられ

てきた，繊維素材開発の支援協力と技術指導・相談に

応えるため，各研究会が窓口となり素材開発のネック

になっている技術的な諸問題等を話し合ってきた。そ

して，当研究テーマと連携して取り組むこととし，繊

維素材の研究開発を行った。また，技術的な問題点を

解決するため多くの関係者・研究機関と面談する機会

が得られ，問題解決の一助として意義ある技術支援・

協力が図られ，共同研究を一歩進めることができた。

2.繊維素材・織物開発のプロジェク卜

2. 1 開発体制のプロセス

開発グループの編成を下記の内容で整えた0

0・産地受け皿タノレープ

クリエイティブ奄美・鹿児島研究会

奄美テキスタイノレ研究会

-紡績及びニットメーカー

東邦テキスタイノレ附

今城メリヤス附

・公設試験機関

鹿児島県大島紬技術指導センター

岐阜県製品技術研究所

岐阜県生物産業技術研究所

2. 2 大島紬未利用糸と綿混糸の紡績化試験

泥染未利用糸と綿糸の二種以上の繊維による混紡糸

の試作試験を日付目1)/5回行った。

混率・泥染米利用糸/10%. 綿糸/90%

試紡糸 5種類

2. 3 植物繊維の紡績化試験

・芭蕉繊維の試紡糸試験(番手20/1)

混率・芭蕉繊維/10%. コットン/90%

混率:芭蕉繊維/20%. コットン/80%

・月桃繊維の試紡糸試験(番手10/1)

混率 月桃繊維/10%. コットン/90%

混率 月桃繊維/30%. コットン/70%

2. 4 大島紬未利用糸の意匠燃糸化試験

意匠撚糸化による予備実験を実施するため，岐阜県

製品技術研究所の技術支援・協力を得て 6種類の意

匠糸を試作した。

(1)ノップヤーン系統(3種類)

(2)ノレープヤーン系統(3種類)

2. 5 網状生糸の洋装分野への展開検討

岐阜県生物産業技術研究所から網状生糸の活用事例

及び試供糸の提供を受けた。

(1)試供素材 旧繭検定実施基準により選除された

ものを使用した。

(2)処理方法 繭検定用煮繭機で18分間処理した。

(3)繰糸条件:形成枠速度56m/min. 繰解部温度35

。C粒付数50粒で繰糸して原糸にした。

判岐阜県製品技術研究所，日岐阜県生物産業技術研究所，判東邦テキスタイノレ附，判今城メロヤス附

'判 rクリエイティブ奄美・鹿児島」研究会，本， r奄美テキスタイノレ」研究会
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3.繊維素材・織物開発の取り組み結果

3. 1 開発プロジェクトチームの編成

新素材・織物の開発を進めるため，プロジェクトの

コンセプトを基に，目的とするプログラムを作成した。

また，この研究に関わるメンハーの役割が(図 1) ， 

確認できるように，具体的な作業を想定し，実行可能

なフローチャートを作成した。

クリェイティプ奄葺・血児島

-奄費テキスタイル研究会

-岐阜県製品技術珊究所

岡県生物産業技術研究所

-東邦テキスタイル附

-今捕メリヤス捕

図 l プロジェクトチームの編成

3. 2 大島紬未利用糸と綿混糸の紡績試験

(1)撚数.通常の綿糸よりもやや撚数を高くしている

(糸強力を維持するため)。

(2)単糸張力 通常の綿糸よりもやや低い，特に30/

1で絢くなると極端に弱くなるのでこれが限界で

あるロ

(3)単糸伸度.ほぼ綿糸並。

(4) u % (糸の均整度)

大島紬の糸状の部分が混入しているため均整度は

悪く(高く)なる。

(5) 1 P 1 (糸の欠点数)

Thin :糸断面の-50%以下の糸 1km当たりの数

Thinck 糸断面の+50%以上の糸 1km当たりの数

Neps 糸断面の+200%以上の塊糸 1km当たりの数

大島紬の糸状の部分が混入しているため全)

ての面で通常の綿糸よりも多い。逆に糸表

面の変化が生地の味となっている(表 1)。

表 1 試紡糸の物性試験まとめ

番 手 7/1 7/1 20/1 20/1 20/1 20/1 30/1 30/1 
月 日 9/15 比較用 9/15 10/26 2/15 比較用 3/8 比較周

混率 綿 90世 100百 90百 90弛 90% 100首 90首 100弛
泥染未利用糸 10見 10弛 10目 10目 10出

生 地 図2

水分 (国) 8. 34 6. 76 8. 60 7.14 5.54 6. 10 5. 25 7.59 

撚数 (T/in) 10. 17 11. 84 17. 11 17.53 18.80 16.27 21. 38 21. 84 
撚係数 3.84 4.48 3.82 3.92 4. 20 3.63 3. 90 3. 98 

測定番手 CV(N(%ec) ) 7.01 70 15 20.30 19.67 18. 57 20.48 29.41 29. 67 
2. 30 1. 00 3.61 4.09 3. 72 2.42 5. 42 2.17 J 

正量番手 (Nec) 6. 98 7.03 20.25 19.36 18.01 19.88 28. 44 29. 42 

番手関差率 (百) -0. 27 O. 47 1. 25 3. 19 -9. 97 O. 57 -5. 22 1. 93 

単糸張力
cv ~~l 1452.60 1330. 00 440. 32 473.02 472.50 529. 80 284. 98 405. 58 

9.47 9.37 16.22 10.76 14.52 5. 18 17.95 8.84 

単糸伸度
cv ~~l 7.81 7.46 6.05 5.89 6. 11 5.35 5.48 5. 76 

4.45 5. 95 8.41 7.84 8. 81 4.87 9. 94 7.80 

U%  10.92 9. 88 18.43 14.75 15. 62 8.21 20.50 11. 52 

1 P 1 (Thin) 3. 0 O. 5 622 130 86 1500 16 

(Thick) 47.0 17.5 1623 418 1165 3 2109 52 

(Nnps) 10.0 12.0 500 275 848 19 1466 60 

セロプレン (号) 123 123 123 123 123 123 123 123 

(A'j) 320 500 320 320 050 500 230 410 

(ネァn 500 500 500 410 014 320 050 500 

その他 γーンス'用 ニット用 ニット用
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(6)総合評耐li 従来の糸と比べ，

され杢制となった部分がl

細かい繊維状に|刑繊

ソフトなタッザーとなり，

糸状に残った部分が従来にない糸面となっている。

(7)紡続試験 束邦テ弁スタイノレ体Nの紡績システムと

技術を活用して，当産地で収集した大島紬未利用

糸と綿糸の混紡糸を試作した。さらに，芭蕉繊維

を 10%~20% ，コットンを80%~90%の混率と番

手を20/1の条件設定にした。また，月桃繊維を

10%~30% ，コットンを70%~90%の混率と番手

を30/1の条件設定にした。これらの試紡糸の特

徴について，物性評仰を比較検討し，用途対応に

向けどのような影響があり，改善を行うか検証す

る。

(8)ニット編 今城メリヤス附の丸編機による Tシャ

ツ生地の試作及びデザインパターン・縫製加工を

行った。

3. 3 試織試験

u 

(1)試織条件 繊維・生地の改善及び用途対応を検討

するため，平織試験を行った(図 2)。

さらに，本試験に向けて，経糸の穣類別を組み合

わせた交織織物の検討を行う。

j也経糸 10.5匁

総経糸 1，240本

綾羽 15.5算

筏 I隔 40cm

総羽数:620羽

織幅 38cm

図 2 仮織生地

4. 意匠撚糸化の試作に関する実験計画

岐阜県製品技術研究所との技術交流に伴い，意匠糸

-44 

による周i全日IJ織物の開発を進めるため，意見交換を行

った。そして，技術支援部長の大薮氏と意匠撚糸メー

カーを交えて，試作意匠糸づくりの条件設定を検討し

た。初年度の言|画として， I尼染め糸の活用による，飾

り撚糸の律類，太さ，色合い，撚糸数等の組み合わせ

せについて， 予備的な実験を 2系統の撚糸方法を選択

して進めることにした(図 3)。

今回の実験では 6積類の意匠糸を試作したが，今

後は，泥染糸と異なった繊維を組み合わせることによ

って，効果を高める工夫と表面効果・風合いの迷いに

よる織物の多様なバリエーションの展開で研究開発を

進める。

lノップヤーン系統

ノレーブヤーン系統

図3 試作した 2系統の意匠糸

(1)ノップヤーン系統(3種類)

-一工程ノットヤーン3600

.一工程ノットヤーン4000

.二工程ノットヤーン7200

(2)ノレープヤーン系統(3種類)

-ブークレヤーン6920

.z撚りリングヤーン5400

.wvングヤーン7800

5. 網状生糸の活用に関する情報収集

(1 )活用目的・岐阜県生物産業技術研究所は小藤・高

田・安田ら (1991~1994年)により蚕糸見業技術

研究所が開発したネットロウシルク用の繰糸機と

ほぼ同様の繰糸機を試作して網状生糸の特性につ

いて検討されている。そしで，網状生糸を活用し

て大島紬の製造技術を組み合わせた，新しい用途

の洋装用素材開発について検討を行うため，情報

・素材提供(表 2)及び技術支援・協力を得た。

さらに， 紬糸・ガラ紡糸の利用研究を進め，低

コスト化による実用的なカジュアノレ織物の製造技



術の確立と商品開発を検討する。

(2)加工方法:利用価値の低い中下繭等を網状繰糸機

を使って，網状生糸を繰糸し加工する。

(3)試供素材 無撚糸・無精練・無カバーリング

表 2 供試糸の物性試験

項目 単糸白太さ

d 

500 供試糸

(4)研究課題:網状生糸の繰糸加工試験

撚数・精練条件試験・物性試験

カバーリング素材と回数試験

洋装用織物生地の試作試験

(5)試織条件 本試験に向けての，改善及び用途対応

を検討するため，生地の仮織試験を行った結果か

ら([gJ4) ，網状生糸は，加工工程で毛羽の発生

が多い等の問題点があり，撚糸数とカバーリング

加工及び精線条件が織物に及ぼす影響等について，

検討を行う必要がある。

i也経糸・ 6匁

総経糸:1，240本

綾羽 15.5算

筏幅 40cm

総羽数 620羽

織幅:38cm 

図4 仮織生地

6.研究開発のステップ

プロジェクトチームの役割分担及び研究開発の体制

づくりを進め 1年間の取り組み事例・展開について

述べる。

-当センターの役割

公設試・研究会・外部専門家とのコーディネート

繊維・織物の情報収集，商品企画立案，繊維・織

物の試作・実験計画の作成，物性試験・評価・改

善の検討，試作品のプレゼンテーション

・外部専門家の役割l

軟織化・混合糸・紡績糸・試紡糸・意匠糸・紬糸

ガラ紡糸・網状生糸等の試作開発，ニット生地・

縫製加工の低コスト化，物性評価・改善の検討

.産地受け皿グノレープの役割

大島納未利用糸及びガス綿糸の収集，芭w.・月桃

繊維の調達及び抽出，草木・泥染・藍染・広幅織

物の製織，織物の用途開発・商品化

・テストマーケティングの作品発表会の開催

日程:平成 12年 3月 18日(士)

場所奄美サンプラザホテノレ

作 品 Tシャツ・トレーナー・アロハシャツ等

泥染・琉球強・福木等による染色加工品

主 催 r奄美テキスタイノレ研究会J

技術支援・指導:胞児舟県大島紬技術指導センター

共同開発.東邦テキスタイノレ附・今城メリヤス附

) 

にまとめ及び今後の課題について

大島納未利用糸のリサイクノレ化及び複合繊維開発の

基礎試験を行った。これらの研究結果を踏まえ，改善

の方向性を模索し，用途別織物の商品開発に向けて，

産地体制・展開・提案を図るため取り組んで行く。

今後の課題として，次のことを整理した。 v
受け皿グノレープによる産地ビジョンの策定

-量産化に対するプロジェクト体制の見直し

.草木・泥染等の工程簡略化・低コスト化

・染色施設・設備対応と染色技術者の確保等

-素材・織物開発を目指すためのプランナーの育成

参考文献

1 )今村順光ら，鹿児島県大島紬技術指導センター

業務報告書(l995~6) ， (1998) 

2)小牒撤美ら，岐阜県蚕糸研究所要報 (1993)

3)安岡勝年ら;岐阜県蚕糸研究所要報(1994)
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製織時における緯糸打込み装置の挙動解析
一大島紬製織装置の効率化に関する研究(第 3報)

瀬戸口正和，平田清和，恵川美智子，押川文隆

大島紬の手織り機については，高機に代わってから種々の改良がなされて今日の状態に至っているが，手織

り機自体の基本的な構造は代わっていないため，織り作業及び作業者のよりよい環境づくりとして改善の余地

が数多く残されている状況であり，製織作業の効率化や品質向上が望まれている。

今年度は，エアーアシスト制御方式の緯糸打込み装置についての解析を行った。その結果，打込み時の変化

量・最高速度・衝突速度・加速度及び打込み条件と緯糸密度との関係等の基礎データを得た。また，エアーア

シスト制御しても従来の方法に近い打込み条件が得られ，製織できることがわかった。

しはじめに

大島紬製造における最終工程である織り作業は徽密

な緋合わせが必要であるが，細かい分析や織り作業自

体へ取り組んだ研究はこれまでほとんど行われていな

し、状況である。近年の大島紬を取巻く環境において，

織り作業従事者の高齢化問題や新製品開発で様々な緋

の出し方が必要とされている所でもあり，織り作業を

見直し魅力のある工程にしていくための取組みが必要

である。

大島紬の手織り機については，明治中後期にかけて

地機から高機に代わってからフレームの大きさや筏打

ち，足踏み，巻取り部分など時代に応じ種々の改良が

なされて今日の状態に至っている。

しかしながら，手織り機自体の基本的な構造は代わ

っていないため，織り作業及び作業者のよりよい環境

づくりとして改善の余地が数多く残されている状況で

あり，製織作業の効率化や品質向上が望まれている。

手織り機の良さを客観的に把握する手法に取組むと

共に織り作業性の向上を目指し，手織り作業全般を見

直していくこととする。

今年度は，昨年度までに行った一部改造織機や経糸

張力等の基礎データ 1) を基に，緯糸打込み装置(以下

バッタン)をエアーアシスト制御方式に改造した手織

り機で安定した打込み力や筏打ち加減の調整等につい

て解析を行った。

2.研究方法

2. 1 バッタンの打込み制御方法

従来の手織りでは緯糸の安定した打込み力や筏打ち

加減の調整等が困難であるため，エアーアシスト制御

打込み法で、実験を行った。その際に，エアーシリンダ

ーのストロークが一定のため，織り進み対策として打

込み力の均一化を図る目的で、エアーシリンダーにショ

ックアブソーパを付加した。

その改造部を図 1に示す。

図 1 改造状況

2. 2 製織における織機の挙動解析方法

製織工程において，経糸の張力と緯糸の打込み力の

関係が製品の風合い等に影響を及ぼすと考えられるこ

とから，挙動解析方法として下記の機材を使用し，計

測したい部分(今回はバッタン)に色マーカーを添付

して，その添付した色マーカーが映るように製織作業

をビデオカメラで撮影を行い，色の移動した軌跡を動

画面像処理することで変位量・速度・加速度を算出し，

作動時間，最高速度，衝突速度・加速度から織機の挙

動解析を行った。

ビデオカメラ (DCR-TRV900，ソニー製)
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!IVJl面画像処理 (DOLト2020，エムテック製)

その撮影状況を図 2に解析状況を図 3に示す。また，

各種条件で織られた織物について，緯糸密度を測定し，

手織りとの比較を行った。そのときの実験条件を表 1

に示す。

図 2 撮影状況

図 3 解析状況

表 1 バッタン打込み条件

エア}シリンゲー径|チューブ寸内径32mm

エアー圧力 I O. 2'"'-'0. 5MPa 

エア一流量 I2，5，10害IJ (流量バルブP比)

経糸張力 ダイヤル目盛りで250，350，500

2. 3 織物規格

原料糸 大島紬用練り絹糸

経糸 8.2匁付 (30.75 g) /2， 500m 

緯糸 8.0匁付 (30.00 g) /2， 500m 

染色 経糸，緯糸: 泥染め染色

銃密度筏幅 15.5算 (640羽)/41.6cm 

経糸総本数 1，280本

織種別無地織物

3.結果

製織工程において，経糸の張力と緯糸の打込み力の

関係が製品の風合いに影響を及ぼすと考えられること

から，製織時のバッタンの動きを把握するために，筏

取付け部のバッタンサイド、部に色マーカーを添付し，

その添付した色マーカーが映るように製織作業をビデ

オカメラで、撮影を行った。

その色の移動した軌跡を動画画像処理することで筏

羽部分でのバッタンの経糸方向の変化量，速度を算出

し，打込み時の変化量・最高速度・衝突速度・加速「

及び打込み条件と緯糸密度との関係等解析を.行った。

手織りにおけるバッタンの打込み変位量の結果を図

4に示す。

図から，バッタンの打込み変化量は約20cm，速度は

約 1m/sec，バッタンの打込み間隔は 1サイクル(左

右の足を交互に踏む)約 3秒程度等の基礎データを得

るとともに打込みの終始タイミング，シャトル投入，

足踏み・綜統の開閉等の動作を解析するとともできた。
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図4 バッタンの打込み変位量

次に，打込み条件を変えて打込み始から打込み終ま

での時間(以下作動時間)について測定した結果を図

5 (a) '"'-' (c)に示す。

図から，圧力と経糸張力については変化しでもあま

り作動時間に影響しないが，流量割合が作動時間に大

きく影響することがわかった。手織りにおける打込み

作動時間は0.77'"'-'0.92sec程度で、あり，従来法に近い条

門

i
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件を満足するためには，圧力を0.3MPa以上，流量を 8 れる。

割以上，経糸張力をダイヤル値で400前後が必要と思わ

れる。
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図5(c) 張力

次に，バッタンの打込み始から打込み終までにおけ

る最高速度の結果を図 6(a) ~ (c)に示す。

図から，圧力が高くなると多少速くなるが，流量割

合が大きく最高速度に影響することがわかった。また，

経糸張力についてはあまり最高速度には影響しないこ

とがわかった。従来の手織りにおける最高速度は約 1

m/sec程度で、あり，それに近い条件を満足するために

は，圧力をO.3MPa以上流量を 8割以上が必要と思わ

圧力0.2
甲〉←
圧力0.4

→← 
圧力0.5
~ 
手織り

圃・-流量8/10
圃 ...  

250 300 350 400 450 

ダイヤル値

500 

図6(c) 張力

次に，バッタンの打込み終時の衝突速度の結果を図

7 (a) ~ (c)に示す。

図から，最高速度と同様に圧力が高くなると多少速

くなるが，流量割合が大きく衝突速度に影響すること

がわかった。また，経糸張力についてはあまり衝突速

度には影響しないことがわかった。従来の手織りにお

ける衝突速度は約 1m/sec程度で、あり，それに近い条

件を満足するためには，圧力を0.3MPa以上，流量を 8

割以上が必要と思われる。

打込み状況の評価法として最高速度と衝突速度との
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速度差及び加速度等を調べたが，あまり速度差もなく

顕著な加速度の違いもなく打込み状況としては比較的

スムーズな打込みをしていると思われる。
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図 7(a) 圧力
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緯糸密度の結果を図 8(a) '"'-' (c)に示す。

図から，圧力，流量割合，経糸張力すべてにおいて

緯糸密度に影響することがわかった。特に流量割合と

経糸張力に対しては影響が大きい。

低流量では圧力を増加しでも製織できなかった。

しかし，低圧力でも流量を増加した場合，低密度の

織物ではあるが一応製織できた。

従来の手織りにおける緯糸密度は30程度であり，そ

れにに近い条件を満足するためには，圧力を0.3MPa以

上，流量を 8割以上，経糸張力をダイヤル値で、400前後

が必要と思われる。

エアーシリンダーのストロークが一定のため，織り

進み対策として打込み力の均一化を図る目的でエアー

シリンダーにショックアブソーバを付加しているが，

織り進むとバッタンの支点位置を移動して作業を行い，

その際に緯糸密度が極端に違ってくることがわかり，

急激なストローク変動に対してはショックアブソーパ

の効果が活かされないため，今後の検討課題となった。
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4. まとめ

本実験で得られたことをまとめると以下のとおりで

ある。

①低圧力，低流量においては，製織できない。

②低流量の場合，圧力を増加しでも製織できない。

③低圧力でも，流量を増加した場合，低密度の織物で

はあるが一応製織できた。

@圧力 (0.3M!'.以上) .流量 (8割以上) ，経糸張力

(ダイヤノレ値350以上)の場合は，十分な打込み力が得

られ製織が可能である。

⑤エアーアシスト制御による打込み力は流量割合の影

響が大きく，次に経糸張力が影響することがわかった。

⑥製織が進むにつれて織前位置が変化するため，打込

み力も変化し緯糸密度が違ってくることがわかった。

i手織りは作illIJ時間がO.77~0. 92sec程度，最高速度が
'-

) 

約 1m/sec程度，打込み時の衝突速度が約 1m/sec程度

であった。

③エアーアシスト制御方式で従来法に近い条件を満足

するためには，以下のとおりである。(シリンダーチ

ューブ内径が32mmの場合)

-圧力 O. 3MPa以上

-流量 :8害IJ以上

-経糸張力・ダイヤノレ値350以上

今後，これらのデータ及び織機の構造解析を基に適

正な張力の範囲や効率的な織機の改造または試作等に

ついて取組んでいきたい。
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画像処理技術を応用した繊維製品のデザイン開発技術の研究
一大島紬ビ、ジ、ユアルフ。レゼンテーションシステム (OTVPS)の紬ソフト開発一

上原守峰，徳永嘉美，富山晃次，白日耕作*¥石井栄一叫，石井 勝利

仕上がり想定図や反物をスキャナでパソコンに取込んで着姿シミュレーションができる「紬ソフト」の検

証・修正を行い，連続模様・単独模様両方に使用可能なシステムを構築した。

また，高解像度ベース画像にメッシュやマスクを作成して，送柄横サイズ1，500ピクセルまでの反物展開を

可能にした。その結果，小柄模様が鮮明に表現できる大判印刷が可能となり，身長160cmのモデ、ルを使用した

テクスチャマッピング手法による正面ポーズ等身大着姿印刷ができることを確認した。

1 .はじめに

OTVPSは緋図案を作成する「餅ソフト j と着姿のシ

ミュレーションを行う「紬ソフト」から構成されてい

る。「紬ソフト」に関しては導入時から業界の反響が

大きく，現在までに奄美・鹿児島両産地から延べ46社

の依頼があり合計123反分のA3着姿印刷を行いデザイ

ン検討や販売促進に貢献してきている。

大部分の大島紬における柄構成はユニットを繰返す

連続模様で構成されているが，単独模様(繰り返しの

形式のない肩山を基準とした上向きの飛び柄模様や絵

羽模様)と男物産地業界からの要望である小柄の表現

のための大判着姿印刷等を行った。

2. システムの概要

前年度購入したOTVPSの機器に追加してデザインプ

ロセッサシステム一式として下記のハードを導入した

(表 1，図 1)。

2. 1 ハード

表 1 主なハードの構成

本 体 INE C (MateNX MA6OJ) 

。S (Windows2000) 

CPU (Pentium m 600MHz) 

RAM (654MB) 

H D (51GB) 

カラーブ。リンタ EPSON (PM-9000C， BOプラス対応)

専用サーバ EPSON (PS-5220) 

レーザプリンタ EPSON (LP-8200C) 

専用サーバ EPSON (CS-6000N) 

議
図l デザインプロセッサシステム一式

2. 2 紬ソフトの改良部分

業界から持ち込まれた反物を実験素材としてソフトを

改良した。実際の裁断作業では大島紬は表裏関係なく

使用できるので，反物1から5までの各パーツをそれぞ

れに垂直方向と水平方向に反転できるようにした。

右画面(図2) の右クリックでポ、ソブpアッフ。メニューが

表示され反物反転ができる(図3)。

図2 反物配置画面(右画面の左端から反物1'"5) 

図3 垂直水平方向反転機能

*1カイノア・テクノロジーズ株式会社， *2株式会社口ジスティックス

ー
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大'f:1j用のベース画像にテクスチャマッピングを行い反

物をモデルに装着した着姿や衣桁掛は， PM-9000Cのロ

ール紙を使用してBOプラスまでの印刷が可能である。モ

デル身長160cmの正面着姿等身大印刷は，大判用ベー

ス画像では横4，858ピクセル，縦7ユ13ピクセルなので比

率が横lに対して縦が1.485となる。

1，1l8mml幅 (44インチ) X25mの半光沢フォトロール紙

の場合， BOプラスの横寸法は1，1l8mmまで;j=:p刷できるの

であるが，この場合のベース画像の縦寸法はし660mmに

なり高さ方向の背景を含めると，このサイズでは等身大

印刷は不可能である。ベース画像でモデルの身長160c

mを確保するためには， 192.3cmの高さが必要になる。

プリントサイズで解像度を変更すると同時に高さを入力し

た後で，幅が1，118mm以内になるように両サイドをカット

Lて印刷を行う。

なお，ベース画像を元にマスクとメッシュは作成して

あるので，等身大印刷用のサイズにカットしたものを利

用してテクスチャマッピングすることはできない。

3. 送柄を持たない模様のマッピング

大島紬の模様は，そのほとんどが基本パターンを点

対称や線対称で構成していく展開法であることは昨年度

述べている。今回は送柄を持たない模様ではこのシステ

ムをどのように活用するかを述べる。

図28に示すように送柄の有無による操作手順は，ほと

んど変わらない。反物配置画図の左画面では，送柄の

情報を自動的に長さ方向に50倍のデータが作成される

(図2)。送柄を作成するのと同様に長い反物を送柄と

ーして作成すればよいのである。図29の反物配置図で縦

横比に合った模様を各パーツごとに作成後，反物lから5

までを接続して1反分の送柄を作成する。

低解像度一完全模様

反物横サィÂ~ 500ヒ。クセル

高解像度一完全模様

反物横サイズ 1500ピクセ}v

送柄(有) 送柄(無)

送柄作成 I反作成

』
斗
A

Fhυ 

反物読込

反物 配 置

主要雛形への自動保存

低解像度イース画像 高解像度ぐース画像

テクスチャマッピング

A3印刷 大判印刷

図28 普段着着姿の操作フロー

定後 ・ 省後

図29 反物lから5の比例座標値





4. 絵羽模様

低解像度一完全模様 11 高解像度一完全模様

送柄作成

反物作成

主要雛形の自動保存

雛形 1読込

レイアウト(部品読込)

雛形保存

雛形右袖読込

雛形保存

雛形左袖読込

雛形保存

雛形 4読込

雛形保存

主要雛形への自動保存

低解像度ぐース画像 高解像度ぐース画像

テクスチャマッピング

A3印刷 大判印刷

図35 絵羽模様着姿作成のフロー図

OTVPSでは送柄を地模様に作成できるのでスキャナで

取り込んだ反物地の風合いが表現できる。この地模様

作成も小柄模様作成方法と同じで，ユニットの切り出し

を行った後で反物幅に広げて正確な地模様を作成でき

るようにする。

A3用と大判用では最初の時点で送柄の画像解像度が

異なるので，印刷目的に合ったものを準備しておく(図

35)。

「紬ソフト」を立ち上げ「着物JI反物読込」に作成

した送柄を投入する。「反物配置画面」では，移動・反

転の柄合わせを行う必要はなくOKボタンをクリックする

とtanmono.bmp tsハードデ、ィスクのBINに作成される(図3

6)。この状態で「主要雛形の自動保存」を行うと正面

ポーズから60
0

ずつ回転した6ポーズと衣桁掛けへの着

物の部分への全データを持つ雛形lから4の地模様が作

成される(図37~図40) 。

図36 tanmono.bmp 
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